
月 日

NoNo．424
令和4年 2022

月 日

https://www.city.yurihonjo.lg.jp　編集・発行◎由利本荘市広報広聴課

月

令和和4

月11 月 日

4年年 22022

月 日15
https://www.city.yurihonjo.lg.jp　編//www.city.yurihonjo.lg.jp　編/ 集・発行◎由利本荘市広報広聴課

10月29日と30日、本市から岩手県西和賀町までのタイムを競う「第62回奥羽横断駅伝競走大会」
が行われました。レースは市役所前からスタート。東北各地から集まったランナーたちは湊市長に
よるレース開始の号砲を合図に、１１４.1㌔先のゴールを目指して一斉に走り出していきました。
　また、本市からは２チームが出場し「３市対抗の部」で由利本荘にかほ陸協Ａチームが２年連続
で優勝を成し遂げました。

よるレース開始の号砲を合図に、１１４.1㌔先のゴールを目指して一斉に走り出していきました。
　また、本市からは２チームが出場し「３市対抗の部」で由利本荘にかほ陸協Ａチームが２年連続
で優勝を成し遂げました。

10月29日と30日、本市から岩手県西和賀町までのタイムを競う「第62回奥羽横断駅伝競走大会」
が行われました。レースは市役所前からスタート。東北各地から集まったランナーたちは湊市長に
よるレース開始の号砲を合図に、１１４.1㌔先のゴールを目指して一斉に走り出していきました。
　また、本市からは２チームが出場し「３市対抗の部」で由利本荘にかほ陸協Ａチームが２年連続
で優勝を成し遂げました。

101010月月月292929日と日と日と303030日、本市から岩手県西和賀町までのタイムを競う「第日、本市から岩手県西和賀町までのタイムを競う「第日、本市から岩手県西和賀町までのタイムを競う「第626262回奥羽横断駅伝競走大会」回奥羽横断駅伝競走大会」回奥羽横断駅伝競走大会」
が行われました。レースは市役所前からスタート。東北各地から集まったランナーたちは湊市長にが行われました。レースは市役所前からスタート。東北各地から集まったランナーたちは湊市長にが行われました。レースは市役所前からスタート。東北各地から集まったランナーたちは湊市長に

たすきつなぐ、ランナーたちが疾走！



10
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た
プ
ロ

野
球
新
人
選
手
選
択
会
議
｟
ド
ラ

フ
ト
会
議
｠
に
お
い
て
、
本
市
出

身
の
山
浅
龍
之
介
選
手
が
、
中
日

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら
４
巡
目
で
指
名

を
受
け
ま
し
た
。

　
山
浅
選
手
は
、
守
備
で
は
キ
ャ

ッ
チ
ャ
ー
、
攻
撃
で
は
５
番
打
者

と
し
て
、
こ
と
し
の
夏
の
甲
子
園

で
大
活
躍
し
、
聖
光
学
院
初
の
ベ

ス
ト
４
進
出
へ
の
原
動
力
に
な
り

ま
し
た
。

　
本
市
出
身
の
ド
ラ
フ
ト
指
名
選

手
は
元
プ
ロ
野
球
選
手
の
仁
部
智

さ
ん
｟
２
０
０
３
年
ド
ラ
フ
ト
会

議
・
広
島
カ
ー
プ
｠
以
来
で
す
。

―

指
名
の
喜
び
に
つ
い
て
聞
か
せ

て
く
だ
さ
い

　
夢
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
て

た
こ
と
が
う
れ
し
い
で
す
。
同
時

に
自
分
に
関
わ
っ
て
く
だ
さ
っ
た

た
く
さ
ん
の
方
々
や
仲
間
に
感
謝

の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

ー
今
後
の
抱
負
に
つ
い
て
教
え
て

く
だ
さ
い

　
ま
ず
は
し
っ
か
り
と
体
を
作
り

た
い
で
す
。
一
瞬
一
瞬
を
大
切
に

し
、
球
界
を
代
表
す
る
よ
う
な
キ

ャ
ッ
チ
ャ
ー
に
な
れ
る
よ
う
に
頑

張
り
ま
す
。

―

本
市
の
思
い
出
は
？

　
野
球
を
始
め
た
由
利
本
荘
の
地

が
大
好
き
で
す
。
大
会
が
あ
る
た

び
に
た
く
さ
ん
の
方
々
に
応
援
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
だ
た
だ

感
謝
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　
小
学
６
年
生
の
時
、
楽
天
ジ
ュ

ニ
ア
の
活
動
が
終
わ
り
帰
っ
て
き

た
時
、
地
域
の
方
々
が
「
お
疲
れ

さ
ま
」
と
声
を
か
け
て
く
れ
た
こ

と
が
と
て
も
印
象
深
い
で
す
。

―

市
民
と
野
球
少
年
に
一
言

　
小
友
小
学
校
生
活
か
ら
聖
光
学

院
ま
で
、
帰
省
し
た
際
は
由
利
本

荘
市
の
方
々
か
ら
応
援
や
激
励
を

い
た
だ
い
た
こ
と
が
、
上
へ
上
へ

と
挑
戦
す
る
た
め
の
励
み
に
な
り

ま
し
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　
今
、
市
内
の
野
球
少
年
た
ち
に

伝
え
た
い
こ
と
は
「
継
続
の
大
切

さ
」
で
す
。
抱
い
た
夢
を
決
し
て

諦
め
る
こ
と
な
く
、
や
る
と
決
め

た
こ
と
を
必
ず
続
け
て
き
た
こ
と

が
今
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
支
え

て
く
れ
る
身
近
な
人
へ
の
感
謝
を

絶
対
忘
れ
ず
に
練
習
に
取
り
組
み

続
け
て
く
だ
さ
い
。
皆
さ
ん
の
活

躍
を
応
援
し
て
い
ま
す
。
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介
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光
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院
高
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・
小
友
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ト
指
名
後
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︵
山
浅
龍
之
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選
手
︶

　事業の周知と効果的なＰＲのため、未発表

かつオリジナルのロゴマークを募集します。

　その他の詳しい事業内容

は、今後市ホームページや本

紙を通じてお知らせします。

　江戸幕府が最上氏の改易処分（領地没収）

を行う。これにより、最上氏重臣の楯岡満茂

（本城満茂）のほか、滝沢政道や岩谷朝繁も

由利地方を退去。

　空域となった由利地方には、幕府重臣から

失脚した本多正純を宇都宮から移したが、正

純はこの処分に納得せず、由利地方の返上を

願い出る。

４００年記念事業
ロゴマークを募集します ３氏入部の歴史的背景

入部…領主がその領地に初めて入ること

元和８（１６２２年）年

　正純が由利の領地を没収され、佐竹氏預か

りとなる。

　由利地方は再び空域となり、幕府は10月18

日、現在の由利本荘市域に六郷政乗、岩城吉

隆、打越光隆の３氏を配置して治めさせる。

元和９（１６２３年）年提出方法
①電子申請（下の二次元コードから市ホーム

　ページの募集要項を確認してください）

②事務局へ郵送（応募用紙・募集要項は市ホー

　ムページからダウンロードまたは市役所・

　公民館窓口に備え付け）

応募先・問い合わせ先
文化・スポーツ課 ☎７４―８０３４

〒０１５―００７４　桜小路１―５　セミナーハウ

ス１階 　入部した３氏は、統治期間にそれぞれ差異

がありますが、今日の由利本荘市の礎を築き

ました。二次元コードから

各氏の詳細な歴史を知るこ

とができます。

Yurihonjo city public Relations. 20223

ドラフト指名を喜ぶ山浅選手（中央）と両親
　　　　　　　 ［写真提供：聖光学院高校］

令和４年11月15日号　広報ゆりほんじょう 2

▲
募集要項

▲
市ホームページ

入
部
四
百
年

六
郷
氏・岩
城
氏・打
越
氏

六郷氏 岩城氏

打越氏
　令和５年は、六郷・

岩城・打越の３氏が本

市に入部して４００年

の節目の年です。これ

を記念し令和５年度に

「六郷氏・岩城氏・打

越氏由利本荘市入部４

００年記念事業」を実

施します。

う て ち

げんな

ド
ラ
ゴ
ン
ズ
か
ら

募集内容
　３氏の由利本荘市入部４００年をイメージ

できるロゴマーク（採用作品１点…賞金10万

円、優秀作品２点…賞金１万円）

募集期間
　11月15日㈫～ 12月15日㈭必着

　（結果発表：令和５年１月予定）
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実りの秋に感謝
収穫の秋、芸術の秋、そして味覚
の秋…。10月は市内でさまざまな
秋まつりが開催されました。来場
者は美術作品の展示や発表、旬の
味や景色など、地域ならではの秋
のイベントを楽しみました。

全国ごてんまりコンクール

未来の科学ゆめ絵画展

農産品直売会

友好都市物産展

秋田由利牛販売会

満開のコスモス

歌謡ショー伝統芸能発表

芸能発表会

作品展

矢島小ひまわり
プロジェクト
呈茶席

もちつき体験

イワナの
つかみどり

市工芸品展

保育園児展
西目高校展示販売
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由　利
9日　南由利原サンクスデー

鳥  海
15日～23日
法体の滝
紅葉まつり

矢　島
29日・30日　矢島産業文化祭

本　荘
22日･23日　市民まつり
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イワナの
つかみどり

市工芸品展

保育園児展
西目高校展示販売
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由　利
9日　南由利原サンクスデー

鳥  海
15日～23日
法体の滝
紅葉まつり

矢　島
29日・30日　矢島産業文化祭

本　荘
22日･23日　市民まつり
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明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
か
ら
こ
の
ほ
ど
、
同
社
の
「
私

の
地
元
応
援
基
金
」
に
よ
る
寄

付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
基
金
は
、
全
国
に
支
社
や
営

業
所
を
構
え
る
同
社
と
そ
の
従

業
員
が
、
出
身
地
や
転
勤
先
な

ど
思
い
入
れ
の
あ
る
地
域
を
選

ん
で
寄
付
を
行
う
も
の
で
す
。

本
市
へ
の
寄
付
は
令
和
２
年
８

月
、
３
年
３
月
、
10
月
に
続
き

今
回
で
４
回
目
で
、
消
毒
用
ア

従
業
員
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
応
援
基
金
で
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
に

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
が
寄
付

ル
コ
ー
ル
の
購
入
や
避
難
所
の

感
染
症
予
防
対
策
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
、
市
役
所
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
岸
本
輝
彦
秋
田

支
社
長
は
「
従
業
員
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
ぜ

ひ
地
域
の
課
題
解
決
や
健
康
増

進
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
湊
市
長
に
寄
付

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
あ

お
ぞ
ら
の
室
内
遊
具
な
ど
の
整

備
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

参加者とともにランニングする
藤川さん（左）

藤
川
亜
希
さ
ん
｟
本
荘
高
校

卒
｠
を
招
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
使
が
教
え
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
が
10
月
２
日
、
ナ
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
小
学
生
か
ら
60

代
ま
で
の
15
人
が
参
加
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
後
、
ラ
ダ

ー
を
使
い
走
り
方
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
藤
川
さ
ん
か
ら
「
走
る

と
き
に
は
姿
勢
を
伸
ば
し
、
も

も
を
上
げ
る
た
め
に
、
足
で
地

面
を
押
す
こ
と
を
意
識
し
て
く

だ
さ
い
」
と
指
導
が
あ
り
、
教

え
ら
れ
た
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
、
ラ
ダ
ー
の
上
を
走
る
参
加

者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
練

習
後
に
は
、
藤
川
さ
ん
も
参
加

者
に
交
じ
り
、
会
話
を
し
な
が

ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
陸
上
ク
ラ
ブ
で
練
習

し
て
い
る
と
い
う
田
中
樹
君

｟
９
歳
・
二
十
六
木
｠
は
「
楽

し
か
っ
た
し
、
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
こ
の
後
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
開
館
４

周
年
と
｟
一
財
｠
由
利
本
荘
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
１
周
年
を
記

念
し
、
長
距
離
選
手
と
し
て
実

業
団
チ
ー
ム
な
ど
で
活
躍
し

た
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使
の

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使
か
ら
走
り
方
の
こ
つ
を
教
わ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
が
開
催に

分
か
れ
て
同
校
の
生
徒
と
一

緒
に
活
動
し
ま
し
た
。
農
園
芸

班
は
畑
で
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
の

収
穫
を
体
験
。
参
加
者
は
育
て

方
や
食
べ
方
な
ど
を
生
徒
に
聞

き
、
会
話
し
な
が
ら
摘
み
取
り

し
て
い
ま
し
た
。
木
工
班
は
木

製
キ
ュ
ー
ブ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
作

り
体
験
で
、
細
か
い
作
業
を
生

徒
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
作
り

進
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
班
は
ビ
ー
ズ
で
眼
鏡
ホ
ル

ダ
ー
を
製
作
し
、
小
さ
な
ビ
ー

ズ
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
通
す
作
業
に

苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
「
欲
し

か
っ
た
物
を
作
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
登
校
日
は
来
年
３
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
大
人
の
登
校
日
が
10
月
７
日

に
ゆ
り
支
援
学
校
で
開
催
さ
れ
、

作
業
体
験
な
ど
の
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
人
の
登
校
日
は
体
験
や
社

会
科
見
学
な
ど
、
年
３
回
行
っ

て
お
り
、
本
年
２
回
目
の
今
回

は
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
時
間
目
は
同
校
の
先
生
か

ら
「
障
が
い
者
理
解
に
つ
い

て
」
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

２
時
間
目
は
「
作
業
学
習
の
体

験
」
を
行
い
、
参
加
者
は
３
班

ゆ
り
支
援
学
校
の
生
徒
と
交
流

大
人
の
登
校
日
が
開
催

目録を手にする湊市長（左）と
岸本支社長（右）

ラダーを使い走り方の
練習する参加者

　
市
防
犯
協
会
東
由
利
支
部
の

鈴
木
享
さ
ん
｟
74
歳
・
東
由
利

杉
森
｠
が
地
域
安
全
活
動
に
貢

献
し
た
団
体
や
個
人
へ
贈
ら
れ

る
県
防
犯
功
労
者
賞
を
受
賞
、

10
月
11
日
に
由
利
本
荘
警
察
署

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
約
40
年
、
地
域

の
見
守
り
や
不
法
投
棄
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
の
安
全
安

心
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
受
賞
に
つ
い
て

鈴
木
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
地
域

の
防
犯
体
制
づ
く
り
に
特
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
地

域
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
活
動
を

し
て
き
た
だ
け
な
の
で
、
自
分

が
受
賞
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
気
も
し
ま
す
が
、
表
彰
さ
れ

た
の
は
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

防
犯
活
動
に
携
わ
り
40
年

鈴
木
さ
ん
が
県
防
犯
功
労
者
表
彰
受
賞

表彰状を手にする
鈴木さん

　
本
市
と
一
般
社
団
法
人
わ
ら

び
座
が
こ
の
た
び
、
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
相
互
に
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
演
劇
や
民
俗

芸
能
を
通
じ
た
地
域
振
興
を
は

じ
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

文
化
振
興
な
ど
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　
協
定
締
結
式
は
10
月
３
日
に

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
、
同
法

人
今
村
晋
介
代
表
理
事
、
本
市

出
身
で
劇
団
わ
ら
び
座
の
俳
優
、

佐
々
木
亜
美
さ
ん
ら
関
係
者
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
村

代
表
は
「
由
利
本
荘
市
出
身
の

役
者
、
佐
々
木
亜
美
、
小
松
詩

乃
を
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
全
国
公
演
や
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
際
に
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

演
劇
や
民
俗
芸
能
を
通
じ
た
地
域
振
興

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に
関
す
る
協
定
締
結

生徒から手伝ってもらい
マグネットを作る参加者（左）

協定書を持つ湊市長（左）と今村代表（右）
ＰＲ用の名刺を持つ佐々木さん（真ん中）

秋田大黒舞を披露した由利高校民謡部

由利本荘市民まつり
上位入賞おめでとうございます（敬称略）

●全国ごてんまりコンクール

●市工芸品展

●未来の科学ゆめ絵画展

●発明工夫展

●小学生書道展

●ジオパーク児童絵画コンテスト

賞　区　分 作　品　名 氏　名 地　域
東北経済産業局長賞
秋田県知事賞
由利本荘市長賞
秋田県観光連盟会長賞
秋田県物産振興会賞
読売新聞社賞
河北新報社賞
朝日新聞社賞
毎日新聞社賞
秋田魁新報社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市観光協会長賞

賞　区　分 作　　品　　名 氏　名
由利本荘市長優秀賞
由利本荘市長優良賞
由利本荘市議会議長賞
由利本荘市商工会長賞
朝日新聞社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市シルバー人材センター理事長賞
由利本荘市長奨励賞

賞　区　分 作　品　名 氏　名
由利本荘市教育委員会教育長賞（団体の部） 
秋田県発明協会長最優秀賞

秋田県発明協会長賞

　　　　　　尾崎小学校
荘司　絢芽
工藤　喬禎
今野陽一朗

　　　　　　由利小学校
植村　侑芽
植村　絢菜

学校・学年

新山小５年
尾崎小３年
鳥海小２年

水鏡勇気リボン
世界の生き物ぼうえんきょう
どんな恐竜がどんな鳥に進化したかわかる時計

賞　区　分 作　品　名 氏　名
学校賞（団体の部） 
秋田県発明協会長優秀賞
由利本荘市長賞

賞　区　分 氏　　名

由利本荘市長

賞区分
最優秀賞

優秀賞

作　　品　　名
亀田不動滝
元滝伏流水
鳥海高原花立牧場公園内ポニーランド花立

氏　名
和田サリム小次郎
大須賀　乃衣
渡 部 　 栞 菜

学校・学年
岩城小３年
尾崎小６年
尾崎小１年

学校・学年
平沢小６年
小友小５年
西目小４年
院内小３年

学校・学年

由利小６年
由利小３年

光るクツカバー
クリップクツベラ光るんです！

テーブルセンター
クッション
バッグ（ポーチ付き）
天鷺ぜんまい織り　半幅帯（絹）
トートバッグ
あけびかご（大）
くるみの木の皮とあけびつるのかご
ミニごてんまりロングネックレス（2Way・付け替え可能）
竹・菓子器と珈琲ペアセット
３段竹あかり
エコクラフト　花編みかご黒

村井　タマ
佐々木加代子
阿部　克子
小川貴美子
伊東　京子
堀　　悦子
石井　厚子
畠山　昭子
佐々木裕三
佐々木結喜
遠田アサヱ

加茂の思い出
ポンポンダリヤ
花火
クロス・スティッチ
トルコキキョウ（希望）
夜桜
花束
菊
小花と麻の葉
お花畑
菊
渦潮
浜菊
桜の園
バラのノンホールピアス

新妻　榮子
武士俣やす
伊藤　孝子
諏訪　夏子
曽　　泰子
杉本　絹子
今井るみ子
金子　正子
木村智江子
桜井　春子
戸堀　恵子
本間　せつ
柴田　幸子
鈴木　綾子
小林　弥生

福 島 県
新 潟 県
秋 田 市
埼 玉 県
東 京 都
秋 田 市
新 潟 県
由利本荘市
埼 玉 県
埼 玉 県
由利本荘市
秋 田 市
秋 田 市
埼 玉 県
由利本荘市

渡　邊　百　香
三　浦　　　輔
今　野　夏　妃
下　居　未　歩

て
い
き
た
い
。
舞
台
の
感
動
は

人
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
な
ど

の
課
題
解
決
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
協
定
締
結
を
機
に

連
携
を
強
化
し
、
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
む
活
動
を
増

や
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
終
了
後
に
は
、
12
月

３
日
か
ら
仙
北
市
の
あ
き
た
芸

術
村
小
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
、

由
利
高
校
民
謡
部
を
モ
デ
ル
と

し
た
新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
青

春
す
る
べ
！
～
由
利
高
校
民
謡

部
ス
ト
ー
リ
ー
～
」
の
制
作
発

表
が
行
わ
れ
、
公
演
の
成
功
を

祈
念
し
、
同
校
民
謡
部
が
秋
田

大
黒
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
オ

ハ
ル
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明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会

社
か
ら
こ
の
ほ
ど
、
同
社
の
「
私

の
地
元
応
援
基
金
」
に
よ
る
寄

付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
基
金
は
、
全
国
に
支
社
や
営

業
所
を
構
え
る
同
社
と
そ
の
従

業
員
が
、
出
身
地
や
転
勤
先
な

ど
思
い
入
れ
の
あ
る
地
域
を
選

ん
で
寄
付
を
行
う
も
の
で
す
。

本
市
へ
の
寄
付
は
令
和
２
年
８

月
、
３
年
３
月
、
10
月
に
続
き

今
回
で
４
回
目
で
、
消
毒
用
ア

従
業
員
の
思
い
が
詰
ま
っ
た
応
援
基
金
で
活
気
あ
ふ
れ
る
地
域
に

明
治
安
田
生
命
保
険
相
互
会
社
が
寄
付

ル
コ
ー
ル
の
購
入
や
避
難
所
の

感
染
症
予
防
対
策
な
ど
に
役
立

て
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
10
月
４
日
、
市
役
所
で
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
岸
本
輝
彦
秋
田

支
社
長
は
「
従
業
員
の
思
い
が

詰
ま
っ
た
取
り
組
み
で
す
。
ぜ

ひ
地
域
の
課
題
解
決
や
健
康
増

進
の
た
め
に
役
立
て
て
ほ
し

い
」
と
話
し
、
湊
市
長
に
寄
付

金
を
手
渡
し
ま
し
た
。

　
寄
付
金
は
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
あ

お
ぞ
ら
の
室
内
遊
具
な
ど
の
整

備
に
活
用
さ
れ
る
予
定
で
す
。

参加者とともにランニングする
藤川さん（左）

藤
川
亜
希
さ
ん
｟
本
荘
高
校

卒
｠
を
招
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
振

興
大
使
が
教
え
る
ス
ポ
ー
ツ
教

室
が
10
月
２
日
、
ナ
イ
ス
ア
リ

ー
ナ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
教
室
に
は
、
小
学
生
か
ら
60

代
ま
で
の
15
人
が
参
加
。
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
な
ど
の
ウ
ォ
ー
ミ
ン

グ
ア
ッ
プ
を
行
っ
た
後
、
ラ
ダ

ー
を
使
い
走
り
方
の
練
習
を
し

ま
し
た
。
藤
川
さ
ん
か
ら
「
走
る

と
き
に
は
姿
勢
を
伸
ば
し
、
も

も
を
上
げ
る
た
め
に
、
足
で
地

面
を
押
す
こ
と
を
意
識
し
て
く

だ
さ
い
」
と
指
導
が
あ
り
、
教

え
ら
れ
た
こ
と
を
意
識
し
な
が

ら
、
ラ
ダ
ー
の
上
を
走
る
参
加

者
の
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
練

習
後
に
は
、
藤
川
さ
ん
も
参
加

者
に
交
じ
り
、
会
話
を
し
な
が

ら
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
行
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
陸
上
ク
ラ
ブ
で
練
習

し
て
い
る
と
い
う
田
中
樹
君

｟
９
歳
・
二
十
六
木
｠
は
「
楽

し
か
っ
た
し
、
教
え
て
も
ら
っ

た
こ
と
を
こ
の
後
役
立
て
て
い

き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
ナ
イ
ス
ア
リ
ー
ナ
の
開
館
４

周
年
と
｟
一
財
｠
由
利
本
荘
市

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
１
周
年
を
記

念
し
、
長
距
離
選
手
と
し
て
実

業
団
チ
ー
ム
な
ど
で
活
躍
し

た
、
市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使
の

市
ス
ポ
ー
ツ
振
興
大
使
か
ら
走
り
方
の
こ
つ
を
教
わ
る

ラ
ン
ニ
ン
グ
教
室
が
開
催に

分
か
れ
て
同
校
の
生
徒
と
一

緒
に
活
動
し
ま
し
た
。
農
園
芸

班
は
畑
で
ハ
ッ
ク
ル
ベ
リ
ー
の

収
穫
を
体
験
。
参
加
者
は
育
て

方
や
食
べ
方
な
ど
を
生
徒
に
聞

き
、
会
話
し
な
が
ら
摘
み
取
り

し
て
い
ま
し
た
。
木
工
班
は
木

製
キ
ュ
ー
ブ
の
マ
グ
ネ
ッ
ト
作

り
体
験
で
、
細
か
い
作
業
を
生

徒
に
手
伝
っ
て
も
ら
い
、
作
り

進
め
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

家
庭
班
は
ビ
ー
ズ
で
眼
鏡
ホ
ル

ダ
ー
を
製
作
し
、
小
さ
な
ビ
ー

ズ
を
ワ
イ
ヤ
ー
に
通
す
作
業
に

苦
戦
し
て
い
ま
し
た
が
「
欲
し

か
っ
た
物
を
作
る
こ
と
が
で
き

て
う
れ
し
い
」
と
笑
顔
で
話
し

て
い
ま
し
た
。

　
次
回
の
登
校
日
は
来
年
３
月

に
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
大
人
の
登
校
日
が
10
月
７
日

に
ゆ
り
支
援
学
校
で
開
催
さ
れ
、

作
業
体
験
な
ど
の
授
業
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
大
人
の
登
校
日
は
体
験
や
社

会
科
見
学
な
ど
、
年
３
回
行
っ

て
お
り
、
本
年
２
回
目
の
今
回

は
８
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
１
時
間
目
は
同
校
の
先
生
か

ら
「
障
が
い
者
理
解
に
つ
い

て
」
の
お
話
し
が
あ
り
ま
し
た
。

２
時
間
目
は
「
作
業
学
習
の
体

験
」
を
行
い
、
参
加
者
は
３
班

ゆ
り
支
援
学
校
の
生
徒
と
交
流

大
人
の
登
校
日
が
開
催

目録を手にする湊市長（左）と
岸本支社長（右）

ラダーを使い走り方の
練習する参加者

　
市
防
犯
協
会
東
由
利
支
部
の

鈴
木
享
さ
ん
｟
74
歳
・
東
由
利

杉
森
｠
が
地
域
安
全
活
動
に
貢

献
し
た
団
体
や
個
人
へ
贈
ら
れ

る
県
防
犯
功
労
者
賞
を
受
賞
、

10
月
11
日
に
由
利
本
荘
警
察
署

で
伝
達
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
鈴
木
さ
ん
は
約
40
年
、
地
域

の
見
守
り
や
不
法
投
棄
の
パ
ト

ロ
ー
ル
な
ど
、
地
域
の
安
全
安

心
を
守
る
活
動
に
取
り
組
ま
れ

て
き
ま
し
た
。
受
賞
に
つ
い
て

鈴
木
さ
ん
は
「
こ
れ
ま
で
地
域

の
防
犯
体
制
づ
く
り
に
特
に
力

を
入
れ
て
き
ま
し
た
。
た
だ
地

域
の
皆
さ
ん
と
仲
良
く
活
動
を

し
て
き
た
だ
け
な
の
で
、
自
分

が
受
賞
す
る
の
は
も
っ
た
い
な

い
気
も
し
ま
す
が
、
表
彰
さ
れ

た
の
は
や
っ
ぱ
り
う
れ
し
い
で

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

防
犯
活
動
に
携
わ
り
40
年

鈴
木
さ
ん
が
県
防
犯
功
労
者
表
彰
受
賞

表彰状を手にする
鈴木さん

　
本
市
と
一
般
社
団
法
人
わ
ら

び
座
が
こ
の
た
び
、
「
フ
レ
ン

ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
こ
の
協
定
は
相
互
に
連
携
・

協
力
し
な
が
ら
、
演
劇
や
民
俗

芸
能
を
通
じ
た
地
域
振
興
を
は

じ
め
、
青
少
年
の
健
全
育
成
、

文
化
振
興
な
ど
の
実
現
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
を
目
的
と
す

る
も
の
で
す
。

　
協
定
締
結
式
は
10
月
３
日
に

広
域
行
政
セ
ン
タ
ー
で
、
同
法

人
今
村
晋
介
代
表
理
事
、
本
市

出
身
で
劇
団
わ
ら
び
座
の
俳
優
、

佐
々
木
亜
美
さ
ん
ら
関
係
者
が

出
席
し
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
村

代
表
は
「
由
利
本
荘
市
出
身
の

役
者
、
佐
々
木
亜
美
、
小
松
詩

乃
を
市
Ｐ
Ｒ
サ
ポ
ー
タ
ー
と
し

て
、
全
国
公
演
や
イ
ベ
ン
ト
が

あ
る
際
に
市
の
魅
力
を
Ｐ
Ｒ
し

演
劇
や
民
俗
芸
能
を
通
じ
た
地
域
振
興

フ
レ
ン
ド
リ
ー
タ
ウ
ン
に
関
す
る
協
定
締
結

生徒から手伝ってもらい
マグネットを作る参加者（左）

協定書を持つ湊市長（左）と今村代表（右）
ＰＲ用の名刺を持つ佐々木さん（真ん中）

秋田大黒舞を披露した由利高校民謡部

由利本荘市民まつり
上位入賞おめでとうございます（敬称略）

●全国ごてんまりコンクール

●市工芸品展

●未来の科学ゆめ絵画展

●発明工夫展

●小学生書道展

●ジオパーク児童絵画コンテスト

賞　区　分 作　品　名 氏　名 地　域
東北経済産業局長賞
秋田県知事賞
由利本荘市長賞
秋田県観光連盟会長賞
秋田県物産振興会賞
読売新聞社賞
河北新報社賞
朝日新聞社賞
毎日新聞社賞
秋田魁新報社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市観光協会長賞

賞　区　分 作　　品　　名 氏　名
由利本荘市長優秀賞
由利本荘市長優良賞
由利本荘市議会議長賞
由利本荘市商工会長賞
朝日新聞社賞
ＮＨＫ秋田放送局賞
ＡＢＳ秋田放送賞
ＡＫＴ秋田テレビ賞
ＡＡＢ秋田朝日放送賞
由利本荘市シルバー人材センター理事長賞
由利本荘市長奨励賞

賞　区　分 作　品　名 氏　名
由利本荘市教育委員会教育長賞（団体の部） 
秋田県発明協会長最優秀賞

秋田県発明協会長賞

　　　　　　尾崎小学校
荘司　絢芽
工藤　喬禎
今野陽一朗

　　　　　　由利小学校
植村　侑芽
植村　絢菜

学校・学年

新山小５年
尾崎小３年
鳥海小２年

水鏡勇気リボン
世界の生き物ぼうえんきょう
どんな恐竜がどんな鳥に進化したかわかる時計

賞　区　分 作　品　名 氏　名
学校賞（団体の部） 
秋田県発明協会長優秀賞
由利本荘市長賞

賞　区　分 氏　　名

由利本荘市長

賞区分
最優秀賞

優秀賞

作　　品　　名
亀田不動滝
元滝伏流水
鳥海高原花立牧場公園内ポニーランド花立

氏　名
和田サリム小次郎
大須賀　乃衣
渡 部 　 栞 菜

学校・学年
岩城小３年
尾崎小６年
尾崎小１年

学校・学年
平沢小６年
小友小５年
西目小４年
院内小３年

学校・学年

由利小６年
由利小３年

光るクツカバー
クリップクツベラ光るんです！

テーブルセンター
クッション
バッグ（ポーチ付き）
天鷺ぜんまい織り　半幅帯（絹）
トートバッグ
あけびかご（大）
くるみの木の皮とあけびつるのかご
ミニごてんまりロングネックレス（2Way・付け替え可能）
竹・菓子器と珈琲ペアセット
３段竹あかり
エコクラフト　花編みかご黒

村井　タマ
佐々木加代子
阿部　克子
小川貴美子
伊東　京子
堀　　悦子
石井　厚子
畠山　昭子
佐々木裕三
佐々木結喜
遠田アサヱ

加茂の思い出
ポンポンダリヤ
花火
クロス・スティッチ
トルコキキョウ（希望）
夜桜
花束
菊
小花と麻の葉
お花畑
菊
渦潮
浜菊
桜の園
バラのノンホールピアス

新妻　榮子
武士俣やす
伊藤　孝子
諏訪　夏子
曽　　泰子
杉本　絹子
今井るみ子
金子　正子
木村智江子
桜井　春子
戸堀　恵子
本間　せつ
柴田　幸子
鈴木　綾子
小林　弥生

福 島 県
新 潟 県
秋 田 市
埼 玉 県
東 京 都
秋 田 市
新 潟 県
由利本荘市
埼 玉 県
埼 玉 県
由利本荘市
秋 田 市
秋 田 市
埼 玉 県
由利本荘市

渡　邊　百　香
三　浦　　　輔
今　野　夏　妃
下　居　未　歩

て
い
き
た
い
。
舞
台
の
感
動
は

人
を
変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
。

現
代
社
会
が
抱
え
る
問
題
な
ど

の
課
題
解
決
に
活
用
し
て
い
た

だ
き
た
い
。
協
定
締
結
を
機
に

連
携
を
強
化
し
、
地
域
と
一
緒

に
な
っ
て
取
り
組
む
活
動
を
増

や
し
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
締
結
式
終
了
後
に
は
、
12
月

３
日
か
ら
仙
北
市
の
あ
き
た
芸

術
村
小
劇
場
で
上
演
さ
れ
る
、

由
利
高
校
民
謡
部
を
モ
デ
ル
と

し
た
新
作
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
青

春
す
る
べ
！
～
由
利
高
校
民
謡

部
ス
ト
ー
リ
ー
～
」
の
制
作
発

表
が
行
わ
れ
、
公
演
の
成
功
を

祈
念
し
、
同
校
民
謡
部
が
秋
田

大
黒
舞
を
披
露
し
ま
し
た
。

ア
オ

ハ
ル



ゆりほんテレビ
公式YouTube
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私のミッションは｢鳥海高原の観光ＰＲと情報発信｣
です！
鳥海山・飛島ジオパークに認定されている鳥海高原
の観光の魅力を発見、地元に残っている歴史・文化
などのお宝を探して観光素材としてＳＮＳを使った
情報発信や、協力隊をはじめ外からの交流人口を増
やす活動をしています。　
かご作りの会では、身近にある地域資源を活用した
蔓細工や、リサイクル素材であるクラフト紙を使っ
たワークショップを開催しています。

Q. なぜ、由利本荘市の地域おこし協力隊に?　　　　　　　　  
A. 新型コロナウイルスが流行しはじめ、都会で生活するよ

り感染リスクが低いだろうと、自然豊かな由利本荘市の
協力隊に応募しました。田舎暮らしに憧れていたけれ
ど、実際に住んでみて過疎化している地方の状況を知
り、雪の多さや買い物の不便さ、情報が不足する中では
人のつながりが大切だと思いました。

Q. 地域おこし協力隊として生かしていきたい経験は?              
A. 旅行会社で働いていた経験や資格を生かして、東日本大

震災で旅行客が少なくなった農山漁村へのツアー客の送
客や、観光産業で稼げる地域をつくりたいと思います。
人生を旅に例えるなら、協力隊の活動は人生１００年時
代に生きる選択肢を広げます。山あり、川あり、海あり
の由利本荘で生き方を見つめ直し、少子高齢化している
地方で必要とされる仕事を見つけ、生きる力を得たいと
思います。

Vol.3

Q. 出身地は？ 
A. 千葉県山武市

Q. 活動期間は？ 
A. 2020年４月～

Q. 由利本荘市の好きな場所は？ 
A. 石沢渓谷と石沢のソバ畑

隊　員

小梛　美枝 - Onagi Yoshie
テーマ

自己紹介／活動内容

地域おこし
協力隊通信

・由利本荘市・

自己紹介 どんな活動をしていますか？
東京から約１００㎞山がない山武市

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国

大
会
が
「
地
球
を
旅
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
石
川
県
白
山

市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
市
町
村
長
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生

や
高
校
生
か
ら
の
発
表
を

聞
き
、
今
後
何
が
で
き
る

か
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

へ
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

本
市
に
と
っ
て
有
意
義
な

機
会
で
し
た
。

　
東
水
連
・
東
ダ
ム
連
が

合
同
で
衆
・
参
議
員
会
館

を
訪
問
し
、
国
会
議
員
の

方
々
へ
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
夕
方
に

は
国
土
交
通
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
と
の
意
見
交

換
会
、
翌
日
早
朝
に
は
東

北
地
方
選
出
国
会
議
員
と

の
意
見
交
換
会
に
出
席
。

本
市
で
建
設
中
の
鳥
海
ダ

ム
や
河
川
改
修
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
早
期
完
成
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

10月22日㈯投稿　第12回日本ジオパーク全国大会

　　　　　　　　白山手取川大会

10月26日㈬投稿 東水連・東ダム連秋季要望活動

　　　　　　　　および合同意見交換会

隊員が7人になり、活動の
幅が広がりました。

Yurihonjo city public Relations. 20229

つるざい く

先日はかご作りの会でアケビ蔓を採
取、ほかの協力隊員も加わり、鳥海
地域のお母さんたちと記念撮影。 chiikiokoshi_yurihonjo

　
祥
吾
さ
ん
は
「
農
業
を
や
る

こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
機
会
を

い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。
一
生

懸
命
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

Yurihonjo City TopicsYurihonjo City Topics

ポケットティッシュを配る行政相談委員（左）

ポ
ケ
ッ
ト
ティッ
シ
ュ
を
配
り
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ

行
政
相
談
委
員
が
街
頭
活
動

市
内
に
い
る
９
人
の
行
政
相

談
委
員
が
委
員
活
動
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
10
月
17
日
に
本

荘
地
域
の
ス
ー
パ
ー
で
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
街
頭
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
街
頭
活
動
は
10
月
の
行
政
相

談
週
間
に
合
わ
せ
毎
年
実
施
。

今
回
配
布
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に

は
、
委
員
の
連
絡
先
が
書
か
れ

た
紙
が
入
っ
て
お
り
、
参
加
し

た
委
員
は
「
困
っ
た
こ
と
が
あ

令
和
３
年
か
ら
５
カ
年
を
４

期
に
分
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る

新
山
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事

で
す
が
、
第
１
期
工
事
の
普
通

教
室
棟
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま

し
た
。
完
成
し
た
校
舎
は
市
内

小
学
校
で
は
初
め
て
と
な
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て

で
、
延
べ
床
面
積
が
５
０
４
８

平
方
米
。
内
装
は
モ
ダ
ン
で
あ

り
な
が
ら
木
の
温
か
み
を
感
じ

っ
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
買

い
物
客
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ

て
い
ま
し
た
。

　
岩
城
地
域
の
伊
藤
博
行
委
員

は
「
期
間
中
は
各
地
域
で
相
談

会
場
を
設
け
、
相
談
受
け
付
け

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
期
間
以

外
で
も
対
面
や
電
話
で
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
１
期
工
事
の
普
通
教
室
棟
が
完
成

新
山
小
で
新
校
舎
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

ら
れ
る
造
り
で
、
全
て
の
普
通

教
室
が
南
側
に
配
置
さ
れ
明
る

く
勉
強
し
や
す
い
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

10
月
18
日
に
同
校
で
完
成
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
湊
市

長
が
「
新
校
舎
の
開
放
的
な
雰

囲
気
の
中
で
、
伸
び
伸
び
と
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い

た
い
。
全
て
が
完
成
す
る
前
に

卒
業
す
る
児
童
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
中
学
生
や
高
校
生
に

な
っ
て
も
こ
の
校
舎
の
完
成
を

見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

関
係
者
や
児
童
代
表
ら
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
普
通
教
室

棟
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
令
和
５
年
の
夏
ま
で

に
旧
校
舎
の
一
部
を
解
体
し
、

解
体
し
た
場
所
へ
新
た
に
３
階

建
て
の
管
理
・
特
別
教
室
棟
を

建
築
。
令
和
６
年
の
秋
に
は
全

て
の
校
舎
が
完
成
し
、
令
和
８

年
度
に
は
プ
ー
ル
や
環
境
整
備

な
ど
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る

予
定
で
す
。

完成した新校舎

テープカットを行う
児童や関係者

　
「
第
９
回
秋
田
25
市
町
村
対

抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ

ン
！
」
が
、
10
月
16
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
９
区
間
33
㌔
の
仙
北

市
角
館
市
街
地
な
ど
を
巡
る
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
本
市
を
代
表

し
て
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
市
代
表
チ
ー
ム
は
快
晴
の

中
、
各
区
間
の
選
手
が
力
走
。

た
す
き
を
つ
な
い
で
総
合
11
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
第
10
回
大
会
は
本
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本
市
を
代
表
し
て
力
走

市
町
村
対
抗
駅
伝
が
仙
北
市
で
開
催

号砲が鳴り、スタートを切る選手たち

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
た
埼
玉
県
出
身
の
夫
婦
、

引
間
祥
吾
さ
ん
｟
28
歳
｠
と
し

お
り
さ
ん
｟
28
歳
｠
に
10
月
14
日
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
２
人
は
、
市
内
の

り
ん
ご
農
家
を
回
り
、
営
農
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
な

が
ら
、
地
域
や
農
業
の
魅
力
発

信
、
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行

う
「
果
樹
農
家
に
な
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
協

力
隊
活
動
後
の
就
農
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

新
た
な
協
力
隊
員
が
着
任

果
樹
栽
培
技
術
を
学
ぶ

湊市長と新たに隊員となった引間さん夫婦ゆりほんテレビ
公式YouTube
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私のミッションは｢鳥海高原の観光ＰＲと情報発信｣
です！
鳥海山・飛島ジオパークに認定されている鳥海高原
の観光の魅力を発見、地元に残っている歴史・文化
などのお宝を探して観光素材としてＳＮＳを使った
情報発信や、協力隊をはじめ外からの交流人口を増
やす活動をしています。　
かご作りの会では、身近にある地域資源を活用した
蔓細工や、リサイクル素材であるクラフト紙を使っ
たワークショップを開催しています。

Q. なぜ、由利本荘市の地域おこし協力隊に?　　　　　　　　  
A. 新型コロナウイルスが流行しはじめ、都会で生活するよ

り感染リスクが低いだろうと、自然豊かな由利本荘市の
協力隊に応募しました。田舎暮らしに憧れていたけれ
ど、実際に住んでみて過疎化している地方の状況を知
り、雪の多さや買い物の不便さ、情報が不足する中では
人のつながりが大切だと思いました。

Q. 地域おこし協力隊として生かしていきたい経験は?              
A. 旅行会社で働いていた経験や資格を生かして、東日本大

震災で旅行客が少なくなった農山漁村へのツアー客の送
客や、観光産業で稼げる地域をつくりたいと思います。
人生を旅に例えるなら、協力隊の活動は人生１００年時
代に生きる選択肢を広げます。山あり、川あり、海あり
の由利本荘で生き方を見つめ直し、少子高齢化している
地方で必要とされる仕事を見つけ、生きる力を得たいと
思います。

Vol.3

Q. 出身地は？ 
A. 千葉県山武市

Q. 活動期間は？ 
A. 2020年４月～

Q. 由利本荘市の好きな場所は？ 
A. 石沢渓谷と石沢のソバ畑

隊　員

小梛　美枝 - Onagi Yoshie
テーマ

自己紹介／活動内容Vol.3

地域おこし
協力隊通信

・由利本荘市・

自己紹介 どんな活動をしていますか？
東京から約１００㎞山がない山武市

市長のつぶやき日記 市長の湊です。私のSNSに投稿した内容の一部をお伝えします。

　
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
全
国

大
会
が
「
地
球
を
旅
す
る
」

を
テ
ー
マ
に
石
川
県
白
山

市
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
基
調
講
演
や
パ
ネ
ル
デ

ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行
わ

れ
た
ほ
か
、
市
町
村
長
セ

ッ
シ
ョ
ン
で
は
、
全
国
各

地
か
ら
集
ま
っ
た
大
学
生

や
高
校
生
か
ら
の
発
表
を

聞
き
、
今
後
何
が
で
き
る

か
を
テ
ー
マ
に
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
し
ま
し
た
。

　
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
認
定

へ
向
け
取
り
組
ん
で
い
る

本
市
に
と
っ
て
有
意
義
な

機
会
で
し
た
。

　
東
水
連
・
東
ダ
ム
連
が

合
同
で
衆
・
参
議
員
会
館

を
訪
問
し
、
国
会
議
員
の

方
々
へ
要
望
活
動
を
行
い

ま
し
た
。
ま
た
、
夕
方
に

は
国
土
交
通
省
水
管
理
・

国
土
保
全
局
と
の
意
見
交

換
会
、
翌
日
早
朝
に
は
東

北
地
方
選
出
国
会
議
員
と

の
意
見
交
換
会
に
出
席
。

本
市
で
建
設
中
の
鳥
海
ダ

ム
や
河
川
改
修
に
つ
い
て

意
見
を
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
、
早
期
完
成
を
お
願

い
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

10月22日㈯投稿　第12回日本ジオパーク全国大会

　　　　　　　　白山手取川大会

10月26日㈬投稿 東水連・東ダム連秋季要望活動

　　　　　　　　および合同意見交換会

隊員が7人になり、活動の
幅が広がりました。

Yurihonjo city public Relations. 20229

つるざい く

先日はかご作りの会でアケビ蔓を採
取、ほかの協力隊員も加わり、鳥海
地域のお母さんたちと記念撮影。 chiikiokoshi_yurihonjo

　
祥
吾
さ
ん
は
「
農
業
を
や
る

こ
と
に
興
味
が
あ
り
、
機
会
を

い
た
だ
け
て
光
栄
で
す
。
一
生

懸
命
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
」
と

抱
負
を
述
べ
ま

し
た
。

Yurihonjo City TopicsYurihonjo City Topics

ポケットティッシュを配る行政相談委員（左）

ポ
ケ
ッ
ト
ティッ
シ
ュ
を
配
り
委
員
活
動
を
Ｐ
Ｒ

行
政
相
談
委
員
が
街
頭
活
動

市
内
に
い
る
９
人
の
行
政
相

談
委
員
が
委
員
活
動
を
知
っ
て

も
ら
お
う
と
、
10
月
17
日
に
本

荘
地
域
の
ス
ー
パ
ー
で
ポ
ケ
ッ

ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
る
街
頭
活

動
を
行
い
ま
し
た
。

　
街
頭
活
動
は
10
月
の
行
政
相

談
週
間
に
合
わ
せ
毎
年
実
施
。

今
回
配
布
し
た
テ
ィ
ッ
シ
ュ
に

は
、
委
員
の
連
絡
先
が
書
か
れ

た
紙
が
入
っ
て
お
り
、
参
加
し

た
委
員
は
「
困
っ
た
こ
と
が
あ

令
和
３
年
か
ら
５
カ
年
を
４

期
に
分
け
て
進
め
ら
れ
て
い
る

新
山
小
学
校
の
校
舎
改
築
工
事

で
す
が
、
第
１
期
工
事
の
普
通

教
室
棟
が
こ
の
た
び
完
成
し
ま

し
た
。
完
成
し
た
校
舎
は
市
内

小
学
校
で
は
初
め
て
と
な
る
鉄

筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
造
４
階
建
て

で
、
延
べ
床
面
積
が
５
０
４
８

平
方
米
。
内
装
は
モ
ダ
ン
で
あ

り
な
が
ら
木
の
温
か
み
を
感
じ

っ
た
ら
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
」

な
ど
と
声
を
掛
け
な
が
ら
、
買

い
物
客
に
テ
ィ
ッ
シ
ュ
を
配
っ

て
い
ま
し
た
。

　
岩
城
地
域
の
伊
藤
博
行
委
員

は
「
期
間
中
は
各
地
域
で
相
談

会
場
を
設
け
、
相
談
受
け
付
け

を
計
画
し
て
い
ま
す
。
期
間
以

外
で
も
対
面
や
電
話
で
い
つ
で

も
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
」
と
話
し
ま
し
た
。

第
１
期
工
事
の
普
通
教
室
棟
が
完
成

新
山
小
で
新
校
舎
完
成
セ
レ
モ
ニ
ー

ら
れ
る
造
り
で
、
全
て
の
普
通

教
室
が
南
側
に
配
置
さ
れ
明
る

く
勉
強
し
や
す
い
空
間
と
な
っ

て
い
ま
す
。

10
月
18
日
に
同
校
で
完
成
セ

レ
モ
ニ
ー
が
開
催
さ
れ
、
湊
市

長
が
「
新
校
舎
の
開
放
的
な
雰

囲
気
の
中
で
、
伸
び
伸
び
と
し

た
学
校
生
活
を
送
っ
て
も
ら
い

た
い
。
全
て
が
完
成
す
る
前
に

卒
業
す
る
児
童
も
多
い
と
思
い

ま
す
が
、
中
学
生
や
高
校
生
に

な
っ
て
も
こ
の
校
舎
の
完
成
を

見
守
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、

関
係
者
や
児
童
代
表
ら
が
テ
ー

プ
カ
ッ
ト
を
行
い
、
普
通
教
室

棟
の
完
成
を
祝
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
令
和
５
年
の
夏
ま
で

に
旧
校
舎
の
一
部
を
解
体
し
、

解
体
し
た
場
所
へ
新
た
に
３
階

建
て
の
管
理
・
特
別
教
室
棟
を

建
築
。
令
和
６
年
の
秋
に
は
全

て
の
校
舎
が
完
成
し
、
令
和
８

年
度
に
は
プ
ー
ル
や
環
境
整
備

な
ど
全
て
の
工
事
が
完
了
す
る

予
定
で
す
。

完成した新校舎

テープカットを行う
児童や関係者

　
「
第
９
回
秋
田
25
市
町
村
対

抗
駅
伝
ふ
る
さ
と
あ
き
た
ラ

ン
！
」
が
、
10
月
16
日
に
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　
大
会
は
９
区
間
33
㌔
の
仙
北

市
角
館
市
街
地
な
ど
を
巡
る
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
、
本
市
を
代
表

し
て
19
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
本
市
代
表
チ
ー
ム
は
快
晴
の

中
、
各
区
間
の
選
手
が
力
走
。

た
す
き
を
つ
な
い
で
総
合
11
位

で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　
来
年
の
第
10
回
大
会
は
本
市

で
開
催
さ
れ
る
予
定
で
す
。

本
市
を
代
表
し
て
力
走

市
町
村
対
抗
駅
伝
が
仙
北
市
で
開
催

号砲が鳴り、スタートを切る選手たち

地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て

着
任
し
た
埼
玉
県
出
身
の
夫
婦
、

引
間
祥
吾
さ
ん
｟
28
歳
｠
と
し

お
り
さ
ん
｟
28
歳
｠
に
10
月
14
日
、

委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
２
人
は
、
市
内
の

り
ん
ご
農
家
を
回
り
、
営
農
に

必
要
な
知
識
や
技
術
を
学
び
な

が
ら
、
地
域
や
農
業
の
魅
力
発

信
、
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な
ど
を
行

う
「
果
樹
農
家
に
な
ろ
う
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
に
取
り
組
み
、
協

力
隊
活
動
後
の
就
農
を
目
指
し

て
い
き
ま
す
。

新
た
な
協
力
隊
員
が
着
任

果
樹
栽
培
技
術
を
学
ぶ

湊市長と新たに隊員となった引間さん夫婦ゆりほんテレビ
公式YouTube
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【問い合わせ先】
　福祉支援課（鶴舞会館内）
　　　　☎２４－６３１５

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
（１世帯当たり50,000円給付） の申請を受け付けます

申 請 手 続 き

【非課税世帯】

○対象と思われる世帯主宛てに申請書を発送（11月初旬から順次発送）

○１枚の申請書でエネルギー・食料品価格高騰対応緊急助成金（15,000円）と電力

　・ガス・食料品等価格高騰対応緊急支援給付金（50,000円）の同時申請

※次に該当する世帯には、課税情報が把握できないため申請書が発送されません。

①未申告の方が世帯にいる場合は「世帯全員の住民税均等割が非課税であること」

　の確認ができないため、申告を済ませてから申請してください。

②令和４年１月２日以降に本市に転入した方は本市に課税情報がないため、令和４

　年１月１日時点で居住していた自治体の住民税非課税証明書を取得して申請して

　ください。

【家計急変世帯】

○各世帯で世帯全員の収入状況を確認して申請（申請が必要な方は、お問い合わせ

　いただくか、ホームページをご確認ください）

○令和４年１月から令和４年12月までの任意の１カ月の収入を年収に換算し、合計

　額が非課税相当になる方が対象

○該当する月の給与明細などの資料を用意する

○判定する収入の種類は、給与・事業・不動産・年金（遺族・障害年金などの非課

　税年金は含みません）

○非課税相当水準の収入は世帯構成により異なるので下記の表で確認する

注：対象となるのは予期せず収入の減少があった世帯です。季節性の収入変動や予

　　定された退職（定年など）によるものは含まれません。

「住民税均等割非課税相当水準」の早見表

○申請者が申請時点で障がい者・未成年・寡婦・ひとり親の場合204万3千円

○それ以外の場合は下表を参考にしてください。

　　　　注１…世帯人数は次の①～③の合計

　　　　　　　①申請者本人

　　　　　　　②同一生計配偶者（収入金額103万円以下の方）

　　　　　　　③扶養親族（16歳未満の方も含む）

令和５年２月28日㈫　当日消印有効申 請 期 限

世帯人数（注１） 非課税相当収入限度額

137万８千円例：夫(婦)と子１人２人

例：夫婦と子１人

例：夫婦と子２人

例：夫婦と子３人

例：夫婦と子４人

３人

５人

４人

６人

168万円

209万７千円

249万７千円

289万７千円

｢振り込め詐欺｣や｢個人情報の詐取｣にご注意ください！

○市からＡＴＭの操作をお願いすることはありません。
○市から給付金を支給するため、メールで手続きをお願いする
　ことや、手数料などの振り込みを求めることはありません。

自宅や職場などに市の職員などをかたる不審な電話や郵便があ
った場合は、警察署にご連絡ください。

詳細はこちら
市ホームページ ▶

由利本荘市エネルギー・食料品価格高騰対応緊急支援事業
（１世帯当たり15,000円助成）

支 給 決 定
振り込みなど

申 請 方 法

必 要 書 類

支 給 金 額

対 象 世 帯

事 業 概 要

エネルギー・食料品価格高騰対応緊急
助成

エネルギー・食料品価格の高騰による経

済負担の軽減を図るため、住民税非課税

世帯などに１世帯当たり15,000円を助成

する市の事業

電力・ガス・食料品など価格高騰緊急支
援給付金

電力・ガス・食料品などの価格高騰によ

る負担増を踏まえ、特に家計への影響が

大きい低所得世帯に対し１世帯当たり

50,000円を臨時的に給付する国の事業

【非課税世帯】

令和４年９月30日時点で本市に住民票があり、かつ同一の世帯に属する方全員が令

和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯

【家計急変世帯】

上記に該当しない世帯のうち、予期せず令和４年１月以降家計が急変し、同一の世

帯全員が令和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯と同様の事情にあると認

められる世帯（令和４年度分の住民税均等割が課されている世帯員全員のそれぞれ

の１年間の収入見込額または１年間の所得見込額が、住民税均等割が非課税となる

水準に相当する額以下である世帯）

※ただし、住民税が課税されている方の扶養親族などのみからなる世帯は対象外

　例１：親（課税）に扶養されている大学生（非課税）の単身世帯

　例２：子（課税）に扶養されている両親（非課税）の世帯

１世帯当たり15,000円 １世帯当たり50,000円

①申請書

②申請者の本人確認証の写し

③振込先口座を確認できるものの写し（省略できる場合あり。詳しくは申請書を確

　認）

④収入見込額の申立書（家計急変世帯のみ）

⑤課税されている方全員の収入急変状況のわかる資料（家計急変世帯のみ）

※令和４年１月２日以降に本市に転入された方は、令和４年１月２日時点で居住し

ていた自治体の住民税非課税証明書も添付してください。

申請書に必要事項を記入し、次の方法で提出

①返信用封筒に入れて投函

②市役所本庁舎１階の特設ブースへ提出（11月22日まで設置）

③福祉支援課（鶴舞会館内）に直接提出

④各総合支所市民サービス課へ直接提出

※申請が困難な場合は次の方にご相談ください。

①お住まいの地域の民生委員

②担当の介護職員（ケアマネージャー、ホームヘルパーなど）

エネルギー・食料品価格高騰対応緊急助成金と電力・ガス・食料品等価格高騰対応

緊急支援給付金の申請内容を同時に審査し、後日、支給決定または却下を通知

（支給決定後、支払いまでは約２～３週間）

※エネルギー・食料品価格高騰対応緊急助成金と電力・ガス・食料品等価格高騰対

応緊急支援給付金のどちらも支給決定された場合は、同時に65,000円を振り込みま

す。

事 業 区 分

および非課税世帯などへの
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【問い合わせ先】
　福祉支援課（鶴舞会館内）
　　　　☎２４－６３１５

電力・ガス・食料品等価格高騰緊急支援給付金
（１世帯当たり50,000円給付） の申請を受け付けます

申 請 手 続 き

【非課税世帯】

○対象と思われる世帯主宛てに申請書を発送（11月初旬から順次発送）

○１枚の申請書でエネルギー・食料品価格高騰対応緊急助成金（15,000円）と電力

　・ガス・食料品等価格高騰対応緊急支援給付金（50,000円）の同時申請

※次に該当する世帯には、課税情報が把握できないため申請書が発送されません。

①未申告の方が世帯にいる場合は「世帯全員の住民税均等割が非課税であること」

　の確認ができないため、申告を済ませてから申請してください。

②令和４年１月２日以降に本市に転入した方は本市に課税情報がないため、令和４

　年１月１日時点で居住していた自治体の住民税非課税証明書を取得して申請して

　ください。

【家計急変世帯】

○各世帯で世帯全員の収入状況を確認して申請（申請が必要な方は、お問い合わせ

　いただくか、ホームページをご確認ください）

○令和４年１月から令和４年12月までの任意の１カ月の収入を年収に換算し、合計

　額が非課税相当になる方が対象

○該当する月の給与明細などの資料を用意する

○判定する収入の種類は、給与・事業・不動産・年金（遺族・障害年金などの非課

　税年金は含みません）

○非課税相当水準の収入は世帯構成により異なるので下記の表で確認する

注：対象となるのは予期せず収入の減少があった世帯です。季節性の収入変動や予

　　定された退職（定年など）によるものは含まれません。

「住民税均等割非課税相当水準」の早見表

○申請者が申請時点で障がい者・未成年・寡婦・ひとり親の場合204万3千円

○それ以外の場合は下表を参考にしてください。

　　　　注１…世帯人数は次の①～③の合計

　　　　　　　①申請者本人

　　　　　　　②同一生計配偶者（収入金額103万円以下の方）

　　　　　　　③扶養親族（16歳未満の方も含む）

令和５年２月28日㈫　当日消印有効申 請 期 限

世帯人数（注１） 非課税相当収入限度額

137万８千円例：夫(婦)と子１人２人

例：夫婦と子１人

例：夫婦と子２人

例：夫婦と子３人

例：夫婦と子４人

３人

５人

４人

６人

168万円

209万７千円

249万７千円

289万７千円

｢振り込め詐欺｣や｢個人情報の詐取｣にご注意ください！

○市からＡＴＭの操作をお願いすることはありません。
○市から給付金を支給するため、メールで手続きをお願いする
　ことや、手数料などの振り込みを求めることはありません。

自宅や職場などに市の職員などをかたる不審な電話や郵便があ
った場合は、警察署にご連絡ください。

詳細はこちら
市ホームページ ▶

由利本荘市エネルギー・食料品価格高騰対応緊急支援事業
（１世帯当たり15,000円助成）

支 給 決 定
振り込みなど

申 請 方 法

必 要 書 類

支 給 金 額

対 象 世 帯

事 業 概 要

エネルギー・食料品価格高騰対応緊急
助成

エネルギー・食料品価格の高騰による経

済負担の軽減を図るため、住民税非課税

世帯などに１世帯当たり15,000円を助成

する市の事業

電力・ガス・食料品など価格高騰緊急支
援給付金

電力・ガス・食料品などの価格高騰によ

る負担増を踏まえ、特に家計への影響が

大きい低所得世帯に対し１世帯当たり

50,000円を臨時的に給付する国の事業

【非課税世帯】

令和４年９月30日時点で本市に住民票があり、かつ同一の世帯に属する方全員が令

和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯

【家計急変世帯】

上記に該当しない世帯のうち、予期せず令和４年１月以降家計が急変し、同一の世

帯全員が令和４年度分の住民税均等割が非課税である世帯と同様の事情にあると認

められる世帯（令和４年度分の住民税均等割が課されている世帯員全員のそれぞれ

の１年間の収入見込額または１年間の所得見込額が、住民税均等割が非課税となる

水準に相当する額以下である世帯）

※ただし、住民税が課税されている方の扶養親族などのみからなる世帯は対象外

　例１：親（課税）に扶養されている大学生（非課税）の単身世帯

　例２：子（課税）に扶養されている両親（非課税）の世帯

１世帯当たり15,000円 １世帯当たり50,000円

①申請書

②申請者の本人確認証の写し

③振込先口座を確認できるものの写し（省略できる場合あり。詳しくは申請書を確

　認）

④収入見込額の申立書（家計急変世帯のみ）

⑤課税されている方全員の収入急変状況のわかる資料（家計急変世帯のみ）

※令和４年１月２日以降に本市に転入された方は、令和４年１月２日時点で居住し

ていた自治体の住民税非課税証明書も添付してください。

申請書に必要事項を記入し、次の方法で提出

①返信用封筒に入れて投函

②市役所本庁舎１階の特設ブースへ提出（11月22日まで設置）

③福祉支援課（鶴舞会館内）に直接提出

④各総合支所市民サービス課へ直接提出

※申請が困難な場合は次の方にご相談ください。

①お住まいの地域の民生委員

②担当の介護職員（ケアマネージャー、ホームヘルパーなど）

エネルギー・食料品価格高騰対応緊急助成金と電力・ガス・食料品等価格高騰対応

緊急支援給付金の申請内容を同時に審査し、後日、支給決定または却下を通知

（支給決定後、支払いまでは約２～３週間）

※エネルギー・食料品価格高騰対応緊急助成金と電力・ガス・食料品等価格高騰対

応緊急支援給付金のどちらも支給決定された場合は、同時に65,000円を振り込みま

す。

事 業 区 分

および非課税世帯などへの
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本
市
は
、
に
か
ほ
市
・
山
形
県
酒
田
市
・

遊
佐
町
と
３
市
１
町
で
一
般
社
団
法
人
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
組
織
し
「
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
球
｟
ジ
オ
｠
を
丸
ご
と

楽
し
む
「
大
地
の
公
園
」
と
い
わ
れ
、
地
球

が
作
り
上
げ
た
美
し
い
景
色
、
岩
石
や
地
層

に
加
え
て
、
そ
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
自

然
環
境
や
地
域
独
自
の
文
化
・
伝
統
を
守
り
、

未
来
の
こ
と
を
考
え
行
動
し
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
、
自
然
保
護
活
動
や
教

育
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む

も
の
で
す
｟
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
｠
。

　
私
た
ち
を
含
め
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
て
い
る
46
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魅

力
的
な
特
色
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
そ
の
成
り
立
ち
や
歴

史
な
ど
を
中
心
に
し
た
記
載
が
多
く
、
よ
く

見
る
観
光
案
内
と
は
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
り
、

大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー

ク
は
「
日
本
を
飛
び
出
し
次
は
世
界
だ
！
」

と
目
標
を
掲
げ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
構
成
資
産
は
大
地
に
根
差

し
た
も
の
全
て
で
あ
り
、
人
文
科
学
・
芸
術

文
化
を
含
む
有
形
無
形
全
体
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
幅
広
い
活
動
が
可
能
で
す
。

　
世
界
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
世
界
中
の
注

目
を
集
め
、
私
た
ち
が
郷
土
へ
の
誇
り
を
再

認
識
し
、
併
せ
て
観
光
・
交
流
人
口
増
加
へ

の
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
で
は
９
地
域
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
北
に

は
ま
だ
な
い
た
め
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
９
月
、
世
界
認
定
へ
の
登
竜
門

で
あ
る
世
界
大
会
が
タ
イ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
世
界
認
定
を
目
指
す
ジ
オ
は
世
界
大
会
で

プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
現
地
に
赴
く
予
定
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
断
念
。

　
し
か
し
、
リ
モ
ー
ト
参
加
も
可
能
と
の
通

知
が
あ
っ
た
の
で
、
よ
し
と
ば
か
り
に
リ
モ

ー
ト
参
加
、
大
会
へ
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
で
す
。

と
、
勢
い
づ
き
ま
し
た
が
悩
み
も
。
プ
レ
ゼ

ン
は
英
語
な
ん
で
す
！

｟
滝
汗
｠

　
英
語
が
得
意
な
職
員
の
助
け
を
借
り
て
発

音
の
指
導
を
受
け
、
何
度
も
聞
い
て
も
ら
い
、

及
第
点
を
も
ら
っ
て
本
番
へ
。
で
、
ど
う
に

か
無
事
終
了
｟
き
っ
と
う
ま
く
伝
わ
っ
た
は

ず
・
・
笑
｠
。

　
私
た
ち
の
よ
う
に
県
境
を
ま
た
い
だ
市
町

で
取
り
組
む
こ
と
は
世
界
認
定
の
価
値
に
加

え
、
広
域
連
携
の
意
義
を
深
め
る
と
と
も
に
、

な
に
よ
り
皆
で
成
し
遂
げ
た
達
成
感
は
大
き

い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
の
認

定
を
目
標
に
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
！

　
皆
さ
ん
も
市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
訪
問
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
私
も
ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク

同じ物事でも見え方が全く
変わることがあります。同
じ図形を使っても、重ね方
を変えるだけで半透明に見
えませんか？

▲
YouTube再生リスト
はっしん＆オープン

▲
はっしん！由利本荘！
ジオパーク「檜山滝」

▲
はっしん！由利本荘！

ジオパーク「ボツメキ湧水」

令和４年11月15日号　広報ゆりほんじょう 12

由利本荘市管工事協同組合青年部の奉仕作業
消火栓をきれいにしていただきました

問い合わせ先

消防本部総務課
☎２２－４２８２

　由利本荘市管工事協同組合青年部（全

13会員・佐藤稔部長）による消火栓塗装

の奉仕作業が10月14日に行われました。

井戸尻（本荘大橋南岸側）から鍛冶町（由

利橋南岸側）にかけて29カ所の消火栓の

汚れを落とし塗装しました。災害時に目

立つよう塗装し、消防施設の整備に貢献

をいただいています。

◇物価高騰対策として、住民税課税世帯向けに　　
　　　　「由利本荘市生活応援券」をお配りします！
　燃料価格や物価の高騰に直面する市民の負担を軽減し、市内における消費の喚起による
地域経済の支援を目的として「由利本荘市生活応援券」を配布します。申請手続きは不要
です。

■生活応援券の額
　　１セット5,000円（1,000円券×５枚つづり）
■対象となる方
　　令和４年９月30日時点で本市に住民票があり、
　　かつ令和４年度市県民税が課税されている方を含む世帯
　　※10・11㌻の「価格高騰緊急支援給付金」が給付されない世帯が対象となります。
■配布時期
　　各世帯の人数分の商品券を11月下旬から順次発送
　　※全ての世帯にお届けするまで、３～４週間ほどかかる見込みです。
■利用期間
　　12月17日㈯から令和５年１月31日㈫まで
■利用店舗
　　取り扱い加盟登録された市内の飲食店、小売店、スーパーなど「由利本荘市プレミア
　　ム商品券」の加盟店（一部除く）で利用可能
　　※生活応援券を利用できる店舗については、広報ゆりほんじょう12月15日号と同時配
　　布する店舗一覧のほか「由利本荘市プレミアム商品券事業」ホームページをご確認く
　　ださい。

◇由利本荘市生活応援券の加盟店を募集しています！
■募集期間
　　11月30日㈬まで

◇プレミアム商品券の利用期限を延長します！
　由利本荘市生活応援券に合わせて「由利本荘市プレミアム商品券」の利用期限を令和５

年１月９日㈪から１月31日㈫まで延長します。

由利本荘市商工会 ☎２３－８６８６ 福祉支援課（鶴舞会館内） ☎２４－６３１５

▶ ▶制度の内容に関すること

問い合わせ先

　生活応援券の使用に関すること

■申し込み先
　　由利本荘市商工会　本所および各支所
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本
市
は
、
に
か
ほ
市
・
山
形
県
酒
田
市
・

遊
佐
町
と
３
市
１
町
で
一
般
社
団
法
人
ジ
オ

パ
ー
ク
推
進
協
議
会
を
組
織
し
「
鳥
海
山
・

飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
」
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
球
｟
ジ
オ
｠
を
丸
ご
と

楽
し
む
「
大
地
の
公
園
」
と
い
わ
れ
、
地
球

が
作
り
上
げ
た
美
し
い
景
色
、
岩
石
や
地
層

に
加
え
て
、
そ
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
自

然
環
境
や
地
域
独
自
の
文
化
・
伝
統
を
守
り
、

未
来
の
こ
と
を
考
え
行
動
し
引
き
継
い
で
い

く
こ
と
を
目
指
し
て
、
自
然
保
護
活
動
や
教

育
、
観
光
、
ま
ち
づ
く
り
な
ど
に
取
り
組
む

も
の
で
す
｟
ま
さ
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
！
｠
。

　
私
た
ち
を
含
め
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
認
定

さ
れ
て
い
る
46
地
域
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
に
魅

力
的
な
特
色
が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
を
見
る
と
そ
の
成
り
立
ち
や
歴

史
な
ど
を
中
心
に
し
た
記
載
が
多
く
、
よ
く

見
る
観
光
案
内
と
は
ま
た
違
っ
た
趣
が
あ
り
、

大
変
興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　
さ
て
、
私
た
ち
鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー

ク
は
「
日
本
を
飛
び
出
し
次
は
世
界
だ
！
」

と
目
標
を
掲
げ
、
ユ
ネ
ス
コ
世
界
ジ
オ
パ
ー

ク
認
定
を
目
指
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
ジ
オ
パ
ー
ク
の
構
成
資
産
は
大
地
に
根
差

し
た
も
の
全
て
で
あ
り
、
人
文
科
学
・
芸
術

文
化
を
含
む
有
形
無
形
全
体
に
及
ぶ
こ
と
か

ら
幅
広
い
活
動
が
可
能
で
す
。

　
世
界
認
定
さ
れ
る
こ
と
で
、
世
界
中
の
注

目
を
集
め
、
私
た
ち
が
郷
土
へ
の
誇
り
を
再

認
識
し
、
併
せ
て
観
光
・
交
流
人
口
増
加
へ

の
起
爆
剤
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
内
で
は
９
地
域
が
世
界
ジ
オ

パ
ー
ク
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
東
北
に

は
ま
だ
な
い
た
め
、
そ
の
意
義
は
大
き
い
も

の
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
こ
と
し
の
９
月
、
世
界
認
定
へ
の
登
竜
門

で
あ
る
世
界
大
会
が
タ
イ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
世
界
認
定
を
目
指
す
ジ
オ
は
世
界
大
会
で

プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
」
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
た
め
現
地
に
赴
く
予
定
で
し
た
が
、
残
念

な
が
ら
コ
ロ
ナ
の
影
響
で
断
念
。

　
し
か
し
、
リ
モ
ー
ト
参
加
も
可
能
と
の
通

知
が
あ
っ
た
の
で
、
よ
し
と
ば
か
り
に
リ
モ

ー
ト
参
加
、
大
会
へ
向
け
て
プ
レ
ゼ
ン
で
す
。

と
、
勢
い
づ
き
ま
し
た
が
悩
み
も
。
プ
レ
ゼ

ン
は
英
語
な
ん
で
す
！

｟
滝
汗
｠

　
英
語
が
得
意
な
職
員
の
助
け
を
借
り
て
発

音
の
指
導
を
受
け
、
何
度
も
聞
い
て
も
ら
い
、

及
第
点
を
も
ら
っ
て
本
番
へ
。
で
、
ど
う
に

か
無
事
終
了
｟
き
っ
と
う
ま
く
伝
わ
っ
た
は

ず
・
・
笑
｠
。

　
私
た
ち
の
よ
う
に
県
境
を
ま
た
い
だ
市
町

で
取
り
組
む
こ
と
は
世
界
認
定
の
価
値
に
加

え
、
広
域
連
携
の
意
義
を
深
め
る
と
と
も
に
、

な
に
よ
り
皆
で
成
し
遂
げ
た
達
成
感
は
大
き

い
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
令
和
８
年
度
の
認

定
を
目
標
に
引
き
続
き
頑
張
り
ま
す
！

　
皆
さ
ん
も
市
内
の
ジ
オ
サ
イ
ト
を
訪
問
し

て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

　
私
も
ゆ
り
ほ
ん
テ
レ
ビ
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

で
見
ど
こ
ろ
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
そ
ち
ら

も
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ジ
オ
パ
ー
ク

同じ物事でも見え方が全く
変わることがあります。同
じ図形を使っても、重ね方
を変えるだけで半透明に見
えませんか？

▲
YouTube再生リスト
はっしん＆オープン

▲
はっしん！由利本荘！
ジオパーク「檜山滝」

▲
はっしん！由利本荘！

ジオパーク「ボツメキ湧水」
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ジ
オ
パ
ー
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同じ物事でも見え方が全く
変わることがあります。同
じ図形を使っても、重ね方
を変えるだけで半透明に見
えませんか？

▲▲
YouTube再生リスト
はっしん＆オープン

▲▲
はっしん！由利本荘！
ジオパーク「檜山滝」

▲▲
はっしん！由利本荘！

ジオパーク「ボツメキ湧水」

令和４年11月15日号　広報ゆりほんじょう 12

由利本荘市管工事協同組合青年部の奉仕作業
消火栓をきれいにしていただきました

問い合わせ先

消防本部総務課
☎２２－４２８２

　由利本荘市管工事協同組合青年部（全

13会員・佐藤稔部長）による消火栓塗装

の奉仕作業が10月14日に行われました。

井戸尻（本荘大橋南岸側）から鍛冶町（由

利橋南岸側）にかけて29カ所の消火栓の

汚れを落とし塗装しました。災害時に目

立つよう塗装し、消防施設の整備に貢献

をいただいています。

◇物価高騰対策として、住民税課税世帯向けに　　
　　　　「由利本荘市生活応援券」をお配りします！
　燃料価格や物価の高騰に直面する市民の負担を軽減し、市内における消費の喚起による
地域経済の支援を目的として「由利本荘市生活応援券」を配布します。申請手続きは不要
です。

■生活応援券の額
　　１セット5,000円（1,000円券×５枚つづり）
■対象となる方
　　令和４年９月30日時点で本市に住民票があり、
　　かつ令和４年度市県民税が課税されている方を含む世帯
　　※10・11㌻の「価格高騰緊急支援給付金」が給付されない世帯が対象となります。
■配布時期
　　各世帯の人数分の商品券を11月下旬から順次発送
　　※全ての世帯にお届けするまで、３～４週間ほどかかる見込みです。
■利用期間
　　12月17日㈯から令和５年１月31日㈫まで
■利用店舗
　　取り扱い加盟登録された市内の飲食店、小売店、スーパーなど「由利本荘市プレミア
　　ム商品券」の加盟店（一部除く）で利用可能
　　※生活応援券を利用できる店舗については、広報ゆりほんじょう12月15日号と同時配
　　布する店舗一覧のほか「由利本荘市プレミアム商品券事業」ホームページをご確認く
　　ださい。

◇由利本荘市生活応援券の加盟店を募集しています！
■募集期間
　　11月30日㈬まで

◇プレミアム商品券の利用期限を延長します！
　由利本荘市生活応援券に合わせて「由利本荘市プレミアム商品券」の利用期限を令和５

年１月９日㈪から１月31日㈫まで延長します。

由利本荘市商工会 ☎２３－８６８６ 福祉支援課（鶴舞会館内） ☎２４－６３１５

▶ ▶制度の内容に関すること

問い合わせ先

　生活応援券の使用に関すること

■申し込み先
　　由利本荘市商工会　本所および各支所
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11月の市税・国保税納期
～納期内に納めましょう～

「納付は便利で確実な口座振替で」

　金融機関などで納付されてから市が納付

を確認できるまで、１～２週間程度かかりま

す。納税証明などが必要でお急ぎの場合は、

領収証や引き落とし額が記帳された通帳を

ご持参の上、税務課または各総合支所市民

サービス課へ申請してください。

国保税（第５期）

納期限：11月30日㈬

問い合わせ先

税務課（納税証明など） ☎２４―６３０３

収納課（口座振替など） ☎２４―６２０６

または各総合支所市民サービス課

　
衣
川
橋
の
老
朽
化
に
伴
い
、
12

月
１
日
か
ら
、
８
瓲
を
超
え
る
車

両
の
重
量
制
限
を
実
施
し
ま
す
。

　
普
通
自
動
車
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
通
行
で
き
ま
す
が
、
８
瓲
を
超

え
る
大
型
車
は
通
行
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
重
量
制
限
｟
８
瓲

制
限
｠
の
実
施
に
よ
り
、
衣
川
橋

へ
の
負
担
を
少
な
く
し
、
長
寿
命

化
を
図
り
ま
す
。

４
衣
川
橋
で
車
両
の
重
量
制
限

（
８
㌧
制
限
）
を
実
施
し
ま
す

☎
24―

６
３
４
１

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

衣川橋

ガソリンスタンド

松ヶ崎郵便局

松ヶ崎公民館

国道７号

国道３４１号

至　秋田市

至　羽後亀田駅

至　由利本荘市街

　
確
定
申
告
｟
住
民
税
申
告
｠
の

時
に
は
領
収
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

本
年
の
農
作
業
に
か
か
っ
た
経
費

に
つ
い
て
の
領
収
書
は
、
紛
失
し

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

 

保
存
し
て
お
く
べ
き
書
類
｟
例
｠

▽
水
道
・
電
気
・
車
の
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
の
う
ち
農
作
業
に
使
用
し

た
も
の
の
明
細
書

２
農
家
の
皆
さ
ん
へ
〜
領
収
書
な
ど
の

保
存
を
お
願
い
し
ま
す
〜

▽
農
作
業
用
に
購
入
し
た
も
の

｟
野
菜
の
苗
、
肥
料
、
農
具
や
作

業
衣
料
な
ど
｠
の
領
収
書
な
ど

☎
24―

６
３
０
２

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
班

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

移
動
が
困
難
な
高
齢
者
を
手
助
け

す
る
移
送
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で

の
支
え
合
い
活
動
の
中
で
、
買
い

物
や
通
院
な
ど
外
出
に
困
っ
て
い

る
方
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
受
講
修
了
者
に
は
交
通
空

白
地
有
償
運
送
運
転
者
講
習
の
修

了
証
｟
国
土
交
通
大
臣
認
定
｠
を

交
付
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日
㈮
　
10
時
半
～

１
地
域
支
え
合
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の

養
成
講
習
を
行
い
ま
す

16
時
15
分

場
所
　
鶴
舞
会
館
２
階
憩
い
の
間

対
象
　
▽
地
域
の
支
え
合
い
活
動

や
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

あ
る
方
　
▽
普
通
運
転
免
許
を
お

持
ち
の
方

定
員
　
３
人

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
田
国
際
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
協
会
　
宮
西
孝
典 

さ
ん

内
容
　
市
の
交
通
対
策
・
関
係
法

令
に
関
す
る
講
義
・
安
全
安
心
な

運
行
と
緊
急
時
の
対
応
に
関
す
る

☎
24―

６
３
４
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

講
義
・
運
転
方
法
に
関
す
る
演
習

な
ど

申
し
込
み
　
11
月
15
日
㈫
か
ら
24

日
㈭
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

※

受
講
決
定
に
関
し
て
は
、
申
し

込
み
の
電
話
の
際
に
説
明
し
ま
す
。

　
秋
田
県
へ
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
、
移
住
を
検
討
す
る
際
に
必

要
と
な
る
暮
ら
し
や
仕
事
の
情
報

提
供
、
県
内
企
業
と
の
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
を
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間

で
行
う
も
の
で
す
。
本
市
も
出
展

し
、
移
住
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
で
移
住
を

お
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
フ
ェ
ア
の
こ

と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
22
日
㈫
　
16
時
半
～
20
時
半

11
月
23
日
㈬
　
11
時
～
16
時

会
場
　
越
前
屋
ビ
ル
１
階
　
移
住
・

交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
｟
東
京
都
中

３
〜
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
移
住
・
就
職
相
談
会
〜

｢

あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
　
ミ
ニ｣

を
開
催
し
ま
す

☎
24―

６
２
４
７

問
い
合
わ
せ
先

移
住
支
援
課

央
区
京
橋
一
丁
目
１―

６
｠

内
容
　
次
の
企
業
採
用
担
当
者
や

自
治
体
職
員
な
ど
に
よ
る
移
住
・

就
職
な
ど
の
相
談

▽
㈱
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
▽
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
　
▽

Ｔ
Ｄ
Ｋ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ズ
㈱
　
▽
秋
田
県
　
▽

秋
田
市
　
▽
に
か
ほ
市
　
▽
本
市

対
象
　
本
県
へ
の
移
住
・
就
業
を

検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ
る

方
な
ど

※

一
般
・
学
生
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

参
加
方
法
　
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

か
ら
事
前
来
場
登
録

▼特設Ｗｅｂサイト

※

事
前
登
録
を
せ
ず
、
当
日
参
加

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
入
場

時
は
登
録
が
必
須
で
す
。

※

相
談
予
約
は
不
要
で
す
。

※

服
装
は
自
由
で
す
。

本荘地域の各公民館でマイナンバーカード出張交付申請を行います
　「マイナポイント第２弾を受けるためのマイナンバーカード交付申請」の期限が12月末に迫っています。

この機会に申請をお願いします。会場ではマイナポイント申し込みサポートも同時に実施します。

市民課住民記録班　☎２４―６２４３

行政改革推進課　☎２４―６３８３

問い合わせ先

マイナポイントに関すること

マイナンバーカードの申請・取得に関すること▶

▶

【マイナンバーカード申請に必要な本人確認書類】

○１点で確認できるもの…運転免許証、運転経歴証明書（平成24年４月１日以降）、

　　　　　　　　　　　身体障害者手帳、パスポートなど

○２点で確認できるもの…健康保険証、年金手帳、学生証、医療受給者証、診察券など

　※「二次元コード付き交付申請書」が届いている方は、ご持参いただくとスムーズです。

　※申請からカード受け取りまでは１カ月〜１カ月半程度かかります。　

　※カードの受け取り場所は市役所市民課、または各総合支所市民サービス課です。

【マイナポイント第２弾の申し込みに必要なもの】

①マイナンバーカード　②ご自身で設定した数字４桁のパスワード

③登録するキャッシュレスサービス（ＷＡＯＮやクレジットカード、電子マネーなど）

※公金受取口座の登録には、口座情報（金融機関名、店名、口座番号）が必要です。

【開催日時・場所】

マイナンバーカード
に関する情報 ▶

マイナポイント
に関する情報 ▶

ウッディホールこだま
（石沢公民館）

松ヶ崎公民館

場　所

南内越公民館

北内越公民館

子吉公民館

小友公民館

時　間開催日

11月22日㈫

11月25日㈮

11月29日㈫

10時～11時半

13時半～15時

10時～11時半

13時半～15時

10時～11時半

13時半～15時
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11月の市税・国保税納期
～納期内に納めましょう～

「納付は便利で確実な口座振替で」

　金融機関などで納付されてから市が納付

を確認できるまで、１～２週間程度かかりま

す。納税証明などが必要でお急ぎの場合は、

領収証や引き落とし額が記帳された通帳を

ご持参の上、税務課または各総合支所市民

サービス課へ申請してください。

国保税（第５期）

納期限：11月30日㈬

問い合わせ先

税務課（納税証明など） ☎２４―６３０３

収納課（口座振替など） ☎２４―６２０６

または各総合支所市民サービス課

　
衣
川
橋
の
老
朽
化
に
伴
い
、
12

月
１
日
か
ら
、
８
瓲
を
超
え
る
車

両
の
重
量
制
限
を
実
施
し
ま
す
。

　
普
通
自
動
車
は
こ
れ
ま
で
ど
お

り
通
行
で
き
ま
す
が
、
８
瓲
を
超

え
る
大
型
車
は
通
行
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
重
量
制
限
｟
８
瓲

制
限
｠
の
実
施
に
よ
り
、
衣
川
橋

へ
の
負
担
を
少
な
く
し
、
長
寿
命

化
を
図
り
ま
す
。

４
衣
川
橋
で
車
両
の
重
量
制
限

（
８
㌧
制
限
）
を
実
施
し
ま
す

☎
24―

６
３
４
１

問
い
合
わ
せ
先

建
設
管
理
課

　
ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、

ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

衣川橋

ガソリンスタンド

松ヶ崎郵便局

松ヶ崎公民館

国道７号

国道３４１号

至　秋田市

至　羽後亀田駅

至　由利本荘市街

　
確
定
申
告
｟
住
民
税
申
告
｠
の

時
に
は
領
収
書
な
ど
が
必
要
で
す
。

本
年
の
農
作
業
に
か
か
っ
た
経
費

に
つ
い
て
の
領
収
書
は
、
紛
失
し

な
い
よ
う
気
を
つ
け
て
保
存
し
ま

し
ょ
う
。

 

保
存
し
て
お
く
べ
き
書
類
｟
例
｠

▽
水
道
・
電
気
・
車
の
ガ
ソ
リ
ン

代
な
ど
の
う
ち
農
作
業
に
使
用
し

た
も
の
の
明
細
書

２
農
家
の
皆
さ
ん
へ
〜
領
収
書
な
ど
の

保
存
を
お
願
い
し
ま
す
〜

▽
農
作
業
用
に
購
入
し
た
も
の

｟
野
菜
の
苗
、
肥
料
、
農
具
や
作

業
衣
料
な
ど
｠
の
領
収
書
な
ど

☎
24―

６
３
０
２

問
い
合
わ
せ
先

税
務
課
住
民
税
班

　
高
齢
化
社
会
の
到
来
に
伴
い
、

移
動
が
困
難
な
高
齢
者
を
手
助
け

す
る
移
送
ド
ラ
イ
バ
ー
や
、
送
迎

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
必
要
性
が

重
要
視
さ
れ
て
い
ま
す
。
地
域
で

の
支
え
合
い
活
動
の
中
で
、
買
い

物
や
通
院
な
ど
外
出
に
困
っ
て
い

る
方
の
お
手
伝
い
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
。
受
講
修
了
者
に
は
交
通
空

白
地
有
償
運
送
運
転
者
講
習
の
修

了
証
｟
国
土
交
通
大
臣
認
定
｠
を

交
付
し
ま
す
。

日
時
　
12
月
２
日
㈮
　
10
時
半
～

１
地
域
支
え
合
い
ド
ラ
イ
バ
ー
の

養
成
講
習
を
行
い
ま
す

16
時
15
分

場
所
　
鶴
舞
会
館
２
階
憩
い
の
間

対
象
　
▽
地
域
の
支
え
合
い
活
動

や
送
迎
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
興
味
の

あ
る
方
　
▽
普
通
運
転
免
許
を
お

持
ち
の
方

定
員
　
３
人

講
師
　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
成
田
国
際
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
協
会
　
宮
西
孝
典 

さ
ん

内
容
　
市
の
交
通
対
策
・
関
係
法

令
に
関
す
る
講
義
・
安
全
安
心
な

運
行
と
緊
急
時
の
対
応
に
関
す
る

☎
24―

６
３
４
５

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

講
義
・
運
転
方
法
に
関
す
る
演
習

な
ど

申
し
込
み
　
11
月
15
日
㈫
か
ら
24

日
㈭
ま
で
に
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
へ
電
話
で
申
し
込
み

※

受
講
決
定
に
関
し
て
は
、
申
し

込
み
の
電
話
の
際
に
説
明
し
ま
す
。

　
秋
田
県
へ
の
移
住
を
促
進
す
る

た
め
、
移
住
を
検
討
す
る
際
に
必

要
と
な
る
暮
ら
し
や
仕
事
の
情
報

提
供
、
県
内
企
業
と
の
就
職
マ
ッ

チ
ン
グ
を
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
空
間

で
行
う
も
の
で
す
。
本
市
も
出
展

し
、
移
住
相
談
を
受
け
付
け
ま
す
。

ご
家
族
や
お
知
り
合
い
で
移
住
を

お
考
え
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
ら
、
ぜ
ひ
こ
の
フ
ェ
ア
の
こ

と
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

日
時

11
月
22
日
㈫
　
16
時
半
～
20
時
半

11
月
23
日
㈬
　
11
時
～
16
時

会
場
　
越
前
屋
ビ
ル
１
階
　
移
住
・

交
流
情
報
ガ
ー
デ
ン
｟
東
京
都
中

３
〜
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
移
住
・
就
職
相
談
会
〜

｢

あ
き
た
ま
る
ご
と
Ａ
タ
ー
ン
フ
ェ
ア
　
ミ
ニ｣

を
開
催
し
ま
す

☎
24―

６
２
４
７

問
い
合
わ
せ
先

移
住
支
援
課

央
区
京
橋
一
丁
目
１―

６
｠

内
容
　
次
の
企
業
採
用
担
当
者
や

自
治
体
職
員
な
ど
に
よ
る
移
住
・

就
職
な
ど
の
相
談

▽
㈱
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
▽
Ｔ
Ｄ
Ｋ
㈱
　
▽

Ｔ
Ｄ
Ｋ
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
フ
ァ

ク
ト
リ
ー
ズ
㈱
　
▽
秋
田
県
　
▽

秋
田
市
　
▽
に
か
ほ
市
　
▽
本
市

対
象
　
本
県
へ
の
移
住
・
就
業
を

検
討
し
て
い
る
方
、
関
心
が
あ
る

方
な
ど

※

一
般
・
学
生
は
問
い
ま
せ
ん
。

参
加
費
　
無
料

参
加
方
法
　
特
設
Ｗ
ｅ
ｂ
サ
イ
ト

か
ら
事
前
来
場
登
録

▼特設Ｗｅｂサイト

※

事
前
登
録
を
せ
ず
、
当
日
参
加

す
る
こ
と
も
可
能
で
す
が
、
入
場

時
は
登
録
が
必
須
で
す
。

※

相
談
予
約
は
不
要
で
す
。

※

服
装
は
自
由
で
す
。

本荘地域の各公民館でマイナンバーカード出張交付申請を行います
　「マイナポイント第２弾を受けるためのマイナンバーカード交付申請」の期限が12月末に迫っています。

この機会に申請をお願いします。会場ではマイナポイント申し込みサポートも同時に実施します。

市民課住民記録班　☎２４―６２４３

行政改革推進課　☎２４―６３８３

問い合わせ先

マイナポイントに関すること

マイナンバーカードの申請・取得に関すること▶

▶

【マイナンバーカード申請に必要な本人確認書類】

○１点で確認できるもの…運転免許証、運転経歴証明書（平成24年４月１日以降）、

　　　　　　　　　　　身体障害者手帳、パスポートなど

○２点で確認できるもの…健康保険証、年金手帳、学生証、医療受給者証、診察券など

　※「二次元コード付き交付申請書」が届いている方は、ご持参いただくとスムーズです。

　※申請からカード受け取りまでは１カ月〜１カ月半程度かかります。　

　※カードの受け取り場所は市役所市民課、または各総合支所市民サービス課です。

【マイナポイント第２弾の申し込みに必要なもの】

①マイナンバーカード　②ご自身で設定した数字４桁のパスワード

③登録するキャッシュレスサービス（ＷＡＯＮやクレジットカード、電子マネーなど）

※公金受取口座の登録には、口座情報（金融機関名、店名、口座番号）が必要です。

【開催日時・場所】

マイナンバーカード
に関する情報 ▶

マイナポイント
に関する情報 ▶

ウッディホールこだま
（石沢公民館）

松ヶ崎公民館

場　所

南内越公民館

北内越公民館

子吉公民館

小友公民館

時　間開催日

11月22日㈫

11月25日㈮

11月29日㈫

10時～11時半

13時半～15時

10時～11時半

13時半～15時

10時～11時半

13時半～15時
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風しんの抗体検査・予防接種はお済みですか？

昭和37年4月2日から昭和54年4月1日生まれの男性へ

　検査・接種を行えるクーポン券未利用の方へ、４月に新しいクー

ポン券を発送しています。ぜひこの機会にご利用ください。

クーポン利用期限　令和５年３月末まで

※過去に配付した期限切れのクーポン券は利用できません。
※紛失された場合には再発行可能です。健康づくり課までお問い合
　わせください。
※風しん予防接種は抗体検査の結果を考慮し、必要となった場合に
　受けることができます。

お願い…下記❶か❷に該当する方は担当課までご連絡ください。

❶次の①～③のいずれかに該当し、今後クーポン券を利用する予定
　がない方
　①風しんにかかったことがある
　②平成26年４月１日以降、他事業や個人で検査済みで、抗体が十
　　分量あった
　③風しんの予防接種を受けたことがある
　　※①～③に該当する方でも、本人の希望があればクーポン券を
　　　利用しての抗体検査を受けることができます

❷転入前住所でクーポン券利用済みの方

　風しんは、新型コロナウイルス同様に職場での集団感染が起き

たり、妊婦や小児が感染することで重篤化する場合があるため、

社会全体で予防する必要があるウイルスです。

楽しい介護予防、始めませんか？

アリーナ体操教室 in 西目を開催

　ミズノグループ（健康運動指導士）による介護予防教室を行いま

す。体力に自信のない方、足腰に痛みがある方でも安心して参加で

きます。一緒に体を動かしてみませんか。参加無料。

日時　①12月16日㈮、②令和５年１月20日㈮　10時～11時半

　※全２回（どちらか１回のみの参加も可能です）

会場　シーガル

対象　市内在住で65歳以上の方　　

講師　ミズノスポーツサービス㈱　健康運動指導士　保科康信さん

持ち物　動きやすい服装、内靴、飲み物、タオル

定員　各30人 ※定員に達し次第、締め切り

申し込み　12月５日㈪～15日㈭まで、中央地域包括支援センター　

　　　　　☎２４－６３２４　

▶▶催し・お知らせ

■インターバル速歩実践会

　動きやすい服装でお越しください。

未経験の方も大歓迎です。実践方法

を指導します。

日時　12月７日㈬、14日㈬　

　10時～11時

会場　ナイスアリーナ

定員　50人

持ち物　室内用運動靴、タオル、飲

　み物

申し込み　12月６日㈫まで、ナイス

　アリーナ　☎２２－０００１

　※11月21日㈪は休館日です

■がん体験者の集い

　がん体験者やご家族、関心がある

方で集まり、がんについて話し合っ

てみませんか。事前の申し込みは不

要です。

日時　12月４日㈰　９時半～11時半

会場　鶴舞会館３階学習室

問い合わせ　由利組合総合病院がん

　相談支援センター ☎２７-１２００満１００歳
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

木内　由治郎さん
（大正11年10月22日生まれ）

伊藤　ミヨノさん
（大正11年10月27日生まれ・

岩城勝手）

髙野　タミエさん
（大正11年11月１日生まれ・

畑谷）

日時　12月10日㈯　10時～11時半

会場　アクアパル

申し込み　12月５日㈪まで、健康づくり課

演題　「自分らしく生きられる社会をめざして～性の多様性

　について考えましょう～」

講師　性と人権ネットワークＥＳＴＯ　代表　真木柾鷹さん

【ＬＧＢＴＱ＋について学ぶ】　若者の生きる支援研修会

― ＬＧＢＴＱ＋を取り巻く社会状況について講演します ―

　いつまでもおいしく食事をとるためには、
毎日の歯のお手入れが重要です。 11月1日
号より3回シリーズで 「お口の健康情報」 を
発信しています。

　 歯並びが顔の印象を左右します

　皆さん、歯並びに自信はありますか。

笑う時に自信が無くて口元を手で隠した

りすることはありませんか。

　実は、歯は目の次に見られている場所。

表情のセンターポジションで、一番目立

ち一番見られる、見た人に自分の感情を

伝える重要な部分です。

　しかし、アイメイクや口元のお手入れ

に時間をかける人は多いと思いますが、

歯や歯並びまではなかなか手が回らない

のが現状ではないでしょうか。

　 子どものうちから治療を！

　歯並びの治療は早めに取りかかるのが

お勧めです。気になったときには適切な

治療のタイミングを逃していた…という

こともあります。思春期を迎える中学生

や高校生になった辺りで自身の歯並びを

気にする子どもも多いですが、歯並びの

治療は「早い年齢であればこそできる」

治療もあります。

　では、いつどうすれば良かったのかを

考えると、やはり小中学生のうちに治し

ておけば良かったという話になってしま

います。でも、小学生の頃には自分の歯

並びなんて全然気にしないものです。親

御さんにしてみれば「もっと早く言って

くれれば！」と思いますよね。そのため

にも歯科医師と親御さんの双方からお子

さんの歯並びへの意識とその治療に対し

てのやる気を高めてあげるアプローチが

必要です。

　 歯並びと健康

　ここまで見た目の話を中心にしました

が、歯並びと健康にも密接な関係があり

ます。一昔前は歯並びは見た目の治療と

いう雰囲気がありましたが、今は「生涯

の健康のためにきれいな歯並びを」とい

う考えに変わってきました。

　お子さんはもちろん大人も健康な心と

体のために歯並びについて考えてみては

いかがでしょうか。すてきな口元はすて

きな笑顔の始まりです(^^♪

　催しに参加の際は、ご家庭

で当日の検温をお願いします。

　発熱や風邪の症状がある方

は参加をご遠慮ください。

検温のお願い

第２回
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風しんの抗体検査・予防接種はお済みですか？

昭和37年4月2日から昭和54年4月1日生まれの男性へ

　検査・接種を行えるクーポン券未利用の方へ、４月に新しいクー

ポン券を発送しています。ぜひこの機会にご利用ください。

クーポン利用期限　令和５年３月末まで

※過去に配付した期限切れのクーポン券は利用できません。
※紛失された場合には再発行可能です。健康づくり課までお問い合
　わせください。
※風しん予防接種は抗体検査の結果を考慮し、必要となった場合に
　受けることができます。

お願い…下記❶か❷に該当する方は担当課までご連絡ください。

❶次の①～③のいずれかに該当し、今後クーポン券を利用する予定
　がない方
　①風しんにかかったことがある
　②平成26年４月１日以降、他事業や個人で検査済みで、抗体が十
　　分量あった
　③風しんの予防接種を受けたことがある
　　※①～③に該当する方でも、本人の希望があればクーポン券を
　　　利用しての抗体検査を受けることができます

❷転入前住所でクーポン券利用済みの方

　風しんは、新型コロナウイルス同様に職場での集団感染が起き

たり、妊婦や小児が感染することで重篤化する場合があるため、

社会全体で予防する必要があるウイルスです。

楽しい介護予防、始めませんか？

アリーナ体操教室 in 西目を開催

　ミズノグループ（健康運動指導士）による介護予防教室を行いま

す。体力に自信のない方、足腰に痛みがある方でも安心して参加で

きます。一緒に体を動かしてみませんか。参加無料。

日時　①12月16日㈮、②令和５年１月20日㈮　10時～11時半

　※全２回（どちらか１回のみの参加も可能です）

会場　シーガル

対象　市内在住で65歳以上の方　　

講師　ミズノスポーツサービス㈱　健康運動指導士　保科康信さん

持ち物　動きやすい服装、内靴、飲み物、タオル

定員　各30人 ※定員に達し次第、締め切り

申し込み　12月５日㈪～15日㈭まで、中央地域包括支援センター　

　　　　　☎２４－６３２４　

▶▶催し・お知らせ

■インターバル速歩実践会

　動きやすい服装でお越しください。

未経験の方も大歓迎です。実践方法

を指導します。

日時　12月７日㈬、14日㈬　

　10時～11時

会場　ナイスアリーナ

定員　50人

持ち物　室内用運動靴、タオル、飲

　み物

申し込み　12月６日㈫まで、ナイス

　アリーナ　☎２２－０００１

　※11月21日㈪は休館日です

■がん体験者の集い

　がん体験者やご家族、関心がある

方で集まり、がんについて話し合っ

てみませんか。事前の申し込みは不

要です。

日時　12月４日㈰　９時半～11時半

会場　鶴舞会館３階学習室

問い合わせ　由利組合総合病院がん

　相談支援センター ☎２７-１２００満１００歳
おめでとうございます

市から賀詞と祝い金が
贈呈されました

木内　由治郎さん
（大正11年10月22日生まれ）

伊藤　ミヨノさん
（大正11年10月27日生まれ・

岩城勝手）

髙野　タミエさん
（大正11年11月１日生まれ・

畑谷）

日時　12月10日㈯　10時～11時半

会場　アクアパル

申し込み　12月５日㈪まで、健康づくり課

演題　「自分らしく生きられる社会をめざして～性の多様性

　について考えましょう～」

講師　性と人権ネットワークＥＳＴＯ　代表　真木柾鷹さん

【ＬＧＢＴＱ＋について学ぶ】　若者の生きる支援研修会

― ＬＧＢＴＱ＋を取り巻く社会状況について講演します ―

　いつまでもおいしく食事をとるためには、
毎日の歯のお手入れが重要です。 11月1日
号より3回シリーズで 「お口の健康情報」 を
発信しています。

　 歯並びが顔の印象を左右します

　皆さん、歯並びに自信はありますか。

笑う時に自信が無くて口元を手で隠した

りすることはありませんか。

　実は、歯は目の次に見られている場所。

表情のセンターポジションで、一番目立

ち一番見られる、見た人に自分の感情を

伝える重要な部分です。

　しかし、アイメイクや口元のお手入れ

に時間をかける人は多いと思いますが、

歯や歯並びまではなかなか手が回らない

のが現状ではないでしょうか。

　 子どものうちから治療を！

　歯並びの治療は早めに取りかかるのが

お勧めです。気になったときには適切な

治療のタイミングを逃していた…という

こともあります。思春期を迎える中学生

や高校生になった辺りで自身の歯並びを

気にする子どもも多いですが、歯並びの

治療は「早い年齢であればこそできる」

治療もあります。

　では、いつどうすれば良かったのかを

考えると、やはり小中学生のうちに治し

ておけば良かったという話になってしま

います。でも、小学生の頃には自分の歯

並びなんて全然気にしないものです。親

御さんにしてみれば「もっと早く言って

くれれば！」と思いますよね。そのため

にも歯科医師と親御さんの双方からお子

さんの歯並びへの意識とその治療に対し

てのやる気を高めてあげるアプローチが

必要です。

　 歯並びと健康

　ここまで見た目の話を中心にしました

が、歯並びと健康にも密接な関係があり

ます。一昔前は歯並びは見た目の治療と

いう雰囲気がありましたが、今は「生涯

の健康のためにきれいな歯並びを」とい

う考えに変わってきました。

　お子さんはもちろん大人も健康な心と

体のために歯並びについて考えてみては

いかがでしょうか。すてきな口元はすて

きな笑顔の始まりです(^^♪

　催しに参加の際は、ご家庭

で当日の検温をお願いします。

　発熱や風邪の症状がある方

は参加をご遠慮ください。

検温のお願い

第２回



Yurihonjo city public Relations. 202223 令和４年11月15日号　広報ゆりほんじょう 22

人 の動き  　

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  10月の人身事故発生状況

事故件数　 11件

死亡者数       0人
負傷者数　 15人

累計 昨年同期

  71件

0人
92人

79件
3人
85人

人口   72,976人（-65）
男=35,055人（-34）
女=37,921人（-31）

世帯数30,832世帯（＋ 4）
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ち　ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と

や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

◆
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
ま
つ
り
な
ど
催
し
の
季
節
が
や
っ
て

き
て
、
紅
葉
ま
つ
り
も
楽
し
み
で
す
。
こ
と

し
は
ま
つ
り
を
再
開
で
き
て
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
齋
藤
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
ご
飯
も
お
い
し
い
け
ど
、
麺
類
も
お
い
し

い
。
果
物
は
も
ち
ろ
ん
甘
く
て
お
い
し
い
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
は
、
一
年
中
食
欲
の
秋

み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。

（
齋
藤
さ
ん
・
60
代
・
由
利
地
域
）

◆
私
は
け
っ
こ
う
真
剣
に
広
報
を
読
ん
で
い

ま
す
。
難
し
く
て
理
解
し
ず
ら
い
内
容
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
頭
の
栄
養
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
る
喜
び
や
楽
し
み
が
、
ふ

つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
熟

読
を
続
け
て
い
き
ま
す
！

（
菅
原
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
広
報
ク
イ
ズ
が
毎
回
す
ご
く
楽
し
み
で

す
。
今
度
は
ど
ん
な
問
題
が
出
る
か
な
と
わ

く
わ
く
し
た
り
、
笑
売
繁
盛
の
記
事
に
出
た

お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
な
ど
と
き
っ
か
け
を

作
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
齋
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
朝
、
愛
犬
２
匹
と
散
歩
し
て
い
る
の
で

す
が
、
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
き
た
せ
い
か

な
か
な
か
散
歩
に
行
き
た
が
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
私
も
、
実
は
同
じ
気
持
ち
で
す
。

（
今
野
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
カ
ダ
ー
レ
で
た
ま
に
開
催
さ
れ
て
い
る
料

理
教
室
、
も
っ
と
回
数
が
増
え
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

（
須
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
終
わ
っ

た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
次
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
季
節
で
す
ね
（
泣
）

（
赤
坂
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
親
子
で
の
「
リ
ン
ゴ
狩
り
」
や
「
秋
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＆
天
体
観
測
会
」
に
心
ひ
か

れ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
て

一
緒
に
行
け
ず
じ
ま
い
で
残
念
で
す
。

（
須
田
さ
ん
・
50
代
・
大
内
地
域
）

◆
県
民
割
や
由
利
本
荘
市
宿
泊
助
成
を
利
用

し
て
、
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
に
宿
泊
し
て
き
ま

し
た
。
夕
食
時
に
は
洋
食
の
フ
ル
コ
ー
ス
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
木
々
の
美
し
さ
、
そ

し
て
部
屋
か
ら
見
え
る
鳥
海
山
の
雄
大
さ
な

ど
。
地
元
で
も
な
か
な
か
泊
ま
る
機
会
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
魅
力

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
伊
東
さ
ん
・
80
代
・
矢
島
地
域
）

◆
民
間
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
、

ど
の
業
者
に
す
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
新
聞
広
告
に
は
１
社
し
か
入
っ
て
な
い

し
、
も
う
少
し
情
報
が
欲
し
い
で
す
。

（
八
嶋
さ
ん
・
80
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
広
報
を
読
む
と
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町

の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
と
て
も
う
れ
し
い
の

で
す
が
、
ど
こ
も
過
疎
化
が
進
ん
で
人
口
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

（
柴
田
さ
ん
・
80
代
・
矢
島
地
域
）

◆
防
災
コ
ラ
ム
を
い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す

が
、
特
に
10
月
１
日
号
の
「
住
ま
い
が
被
害

を
受
け
た
と
き
は
」
な
ど
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
め
に
な
る
情
報

を
ど
ん
ど
ん
お
願
い
し
ま
す
。

（
工
藤
さ
ん
・
60
代
・
鳥
海
地
域
）

↓
い
つ
も
コ
ラ
ム
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
日
々
の
生
活

の
中
で
、
ふ
と
し
た
時
に
防
災
に
つ
い
て
思
い

出
せ
る
よ
う
な
話
題
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
防
災
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
よ
う
、
工
藤
さ
ん
の
お
便
り
を
励
み
に
記
事

作
成
に
努
め
ま
す
。
　
　
　

｟
危
機
管
理
課
｠

10月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　 （　）は前月比

      （10月31日現在・由利本荘署管内）

渡部　　陽ちゃん（千尋さん）石脇

多田谷伊吹ちゃん（良生さん）御門

池田　涼真ちゃん（将太さん）石脇

斎藤　　絢ちゃん（ 瞬 さん）川口

<10月16日～ 10月31日受け付け分>

　　ひなた

　いぶき

 りょうま

 　はる

小林　柚希ちゃん（元希さん）御門

小野　瑠逢ちゃん（直樹さん）石脇

佐藤　澄玲ちゃん（亮介さん）薬師堂

山田　　新ちゃん（篤志さん）給人町

ゆずき

 るあ

すみれ

　 あらた

佐藤　　迅ちゃん（喬平さん）石脇

成田　結月ちゃん（涼太さん）大内三川

佐藤　咲玖ちゃん（勇矢さん）西目町沼田

　 じん   

ゆづき

さく

<10月16日～ 10月31日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

東海林　武二さん（旧大内町功労者・滝）

佐　　源一さん（元鳥海町長・鳥海町栗沢）

朝岡　長吉さん

土田　智子さん

長田　光三さん

佐々木政之さん

髙木　敏弘さん

栁田　シゲさん

齋藤　一志さん

金森　　京さん

佐藤　窈子さん

長谷山松雄さん

今野　岩夫さん

（石脇 ・ ７５歳）

（中梵天 ・ ５７歳）

（古雪町 ・ ９２歳）

（石脇 ・ ８５歳）

（石脇 ・ ６７歳）

（石脇 ・ ８３歳）

（下川原中島・８５歳）

（石脇 ・ ９６歳）

（石脇 ・ ９４歳）

（石脇 ・ ９７歳）

（藤崎 ・ ７７歳）

冨樫　セイさん

木島　正吉さん

菊地徳右衛門さん

木内　錫雄さん

阿部ミサ子さん

佐々木建一さん

佐々木春雄さん

木内　ミヨさん

菊地　龍夫さん

嵯峨　兼吉さん

（畑谷 ・ ９３歳）

（大鍬町 ・ ８７歳）

（小人町 ・ ９１歳）

（鮎瀬 ・ ８７歳）

（宮内 ・ ８６歳）

（石脇 ・ ８９歳）

（松ヶ崎 ・ ８６歳）

（石脇 ・ ８８歳）

（川口 ・ ９６歳）

（石脇 ・ ７０歳）

（金山 ・ ９１歳）

佐々木昭弘さん

佐々木ミエさん

渡會キヨ子さん

加藤　　章さん

小杉　幸介さん

秋山　哲朗さん

佐藤左千夫さん

細矢　充一さん

仙北屋イク子さん

長谷部善太郎さん

齋藤　キクさん

三浦　敏雄さん

加藤クニコさん

木内千佐子さん

佐々木カネヨさん

（松ヶ崎 ・ ６３歳）

（宮沢 ・ 90歳）

（船岡 ・ ９４歳）

（鶴沼 ・ ７３歳）

（日役町 ・ ７７歳）

（矢島町川辺 ・ ８０歳）

（矢島町舘町 ・ ６６歳）

（矢島町田中町 ・ ９３歳）

（岩城二古 ・ ８２歳）

（岩城冨田 ・ ８７歳）

（岩城冨田 ・ ８９歳）

（岩城亀田・ ９８歳）

（前郷 ・ ９４歳）

（東鮎川 ・ ７１歳）

（小栗山 ・ ８１歳）

篠田　ツギさん

長谷部　清さん

武田　アヤさん

大坂　高昭さん

小野　彌生さん

横山　隆一さん

畑山　忠弘さん

小松　末治さん

佐藤　敬子さん

土田　鉄三さん

阿部　修三さん

小沼　公子さん

佐藤　ウラさん

三船　新栄さん

（新沢 ・ ８１歳）

（岩谷町 ・ ９６歳）

（中帳 ・ ９２歳）

（高尾 ・ ８８歳）

（徳沢 ・ ９４歳）

（東由利田代 ・ ７５歳）

（東由利舘合 ・ ６２歳）

（東由利舘合 ・ ７２歳）

（東由利黒渕 ・ ７９歳）

（西目町出戸 ・ ７１歳）

（西目町西目 ・ ７２歳）

（鳥海町上笹子・７４歳）

（鳥海町伏見 ・ ９１歳）

（鳥海町小川 ・ ７３歳）

井出　澄子さん（旧本荘市功労者・桜小路）

猪股　隆一さん

　10月14日永眠されました。昭和49年から平成７年まで

旧本荘市民生児童委員を務め、この間、民生児童委員協

議会理事などを歴任し、住民福祉の向上と児童の健全育

成に尽力されました。平成８年本荘市民生功労。93歳。

10月20日永眠されました。昭和61年から平成８年まで、

10年間にわたり旧大内町の行政推進員を務め、住民福祉

の向上を図るなど地方自治を推進し、行政の発展に尽力

されました。平成８年大内町自治功労。85歳。

　10月30日永眠されました。昭和55年から平成14年まで

旧鳥海町議会議員、平成14年から17年まで鳥海町長を務

め、地方自治の発展と住民福祉の向上に尽力されました。

平成18年合併特別功労、平成29年旭日双光章。75歳。
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人 の動き  　

事故･違反･飲酒運転のない街に！
  10月の人身事故発生状況

事故件数　 11件

死亡者数       0人
負傷者数　 15人

累計 昨年同期

  71件

0人
92人

79件
3人
85人

人口   72,976人（-65）
男=35,055人（-34）
女=37,921人（-31）

世帯数30,832世帯（＋ 4）

　
　
記
を
書
く
こ
と
が
毎
日
の
習

　
　
慣
と
な
っ
た
こ
の
頃
。
時
々

読
み
返
し
て
み
る
と
、
す
っ
か
り

忘
れ
て
い
た
こ
と
を
思
い
出
せ
る

の
が
面
白
く
、
手
軽
な
趣
味
と
し

て
も
お
す
す
め
で
す
。
　（
一
輝
）

　
　
ろ
し
を
あ
げ
て
、
世
界
に
向

　
　
け
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
。
令

和
５
年
度
の
入
部
４
０
０
年
事
業

ロ
ゴ
マ
ー
ク
の
募
集
が
始
ま
り
ま

す
。
腕
に
覚
え
の
あ
る
方
は
ぜ
ひ

ご
応
募
く
だ
さ
い
。
　（
タ
ワ
ー
）

　
　
人
服
は
レ
デ
ィ
ー
ス
、
と
っ

　
　
く
り
は
タ
ー
ト
ル
、
ブ
ー
ツ

カ
ッ
ト
は
フ
レ
ア
パ
ン
ツ
な
ど
と

呼
称
の
変
遷
が
激
し
く
。
新
旧
と

も
知
っ
て
い
な
い
と
、
今
の
時
代

に
つ
い
て
い
け
ま
せ
ん
ね
　
　
☆

　
　
婦
で
結
婚
50
年
記
念
に
旅
行

　
　
へ
出
か
け
た
両
親
。
カ
ー
ナ

ビ
を
嫌
う
父
は
地
図
を
買
い
、
宿

泊
ホ
テ
ル
へ
向
か
う
も
た
ど
り
着

け
ず
、
結
局
は
ナ
ビ
の
ガ
イ
ド
に

頼
っ
た
そ
う
で
す
。
　（
Ｏ
Ｄ
Ｃ
）

　
　
に
し
え
の
３
氏
を
し
の
ん
だ

　
　
入
部
４
０
０
年
事
業
（
記
事

３
㌻
）。
実
は
私
も
来
年
、
西
目

ス
ポ
少
サ
ッ
カ
ー
部
へ
の
入
部
40

年
で
、
当
時
の
私
は
ぽ
っ
ち
ゃ
り

系
の

選
手
で
し
た
　
　（
一
男
）

　
　
よ
い
よ
鳥
海
山
も
雪
化
粧
と

　
　
な
り
、
冬
の
足
音
が
聞
こ
え

て
き
ま
し
た
。
３
台
分
の
冬
タ
イ

ヤ
へ
の
交
換
は
年
々
お
っ
く
う
に

な
り
ま
す
が
、
早
め
に
済
ま
せ
て

来
る
雪
道
に
備
え
ま
す
。
（
紀
）

い い 夫 婦 の 日
ち　ょ 　 っ 　 と 　 ひ 　 と 　 い 　 き 　・・・

「
声
　
お
た
よ
り
」
は
市
民
の
皆
さ
ん
の

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
ふ
だ
ん
感
じ
て
い
る
こ
と

や
広
報
紙
へ
の
感
想
、
イ
ラ
ス
ト
な
ど
た
く

さ
ん
の
声
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
ハ
ガ
キ
・

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
・
電
子
メ
ー
ル
で
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

宛
先
　
広
報
広
聴
課
　
「
住
所
・
氏
名
・
年

齢
・
連
絡
先
・
お
た
よ
り
」
を
明
記
し
て
く

だ
さ
い
。

おたより
お待ちしています

◆
朝
夕
め
っ
き
り
寒
く
な
り
ま
し
た
。
さ
ま

ざ
ま
な
ま
つ
り
な
ど
催
し
の
季
節
が
や
っ
て

き
て
、
紅
葉
ま
つ
り
も
楽
し
み
で
す
。
こ
と

し
は
ま
つ
り
を
再
開
で
き
て
、
本
当
に
あ
り

が
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
齋
藤
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
ご
飯
も
お
い
し
い
け
ど
、
麺
類
も
お
い
し

い
。
果
物
は
も
ち
ろ
ん
甘
く
て
お
い
し
い
。

そ
ん
な
私
に
と
っ
て
は
、
一
年
中
食
欲
の
秋

み
た
い
な
も
の
で
す
ね
。

（
齋
藤
さ
ん
・
60
代
・
由
利
地
域
）

◆
私
は
け
っ
こ
う
真
剣
に
広
報
を
読
ん
で
い

ま
す
。
難
し
く
て
理
解
し
ず
ら
い
内
容
も
あ

り
ま
す
が
、
そ
れ
な
り
に
頭
の
栄
養
に
な
っ

て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
知
ら
な

か
っ
た
こ
と
を
知
る
喜
び
や
楽
し
み
が
、
ふ

つ
ふ
つ
と
湧
い
て
き
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
熟

読
を
続
け
て
い
き
ま
す
！

（
菅
原
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
広
報
ク
イ
ズ
が
毎
回
す
ご
く
楽
し
み
で

す
。
今
度
は
ど
ん
な
問
題
が
出
る
か
な
と
わ

く
わ
く
し
た
り
、
笑
売
繁
盛
の
記
事
に
出
た

お
店
に
行
っ
て
み
よ
う
な
ど
と
き
っ
か
け
を

作
っ
て
く
れ
た
り
し
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
齋
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
毎
朝
、
愛
犬
２
匹
と
散
歩
し
て
い
る
の
で

す
が
、
め
っ
き
り
寒
く
な
っ
て
き
た
せ
い
か

な
か
な
か
散
歩
に
行
き
た
が
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
う
私
も
、
実
は
同
じ
気
持
ち
で
す
。

（
今
野
さ
ん
・
60
代
・
岩
城
地
域
）

◆
カ
ダ
ー
レ
で
た
ま
に
開
催
さ
れ
て
い
る
料

理
教
室
、
も
っ
と
回
数
が
増
え
て
く
れ
た
ら

う
れ
し
い
で
す
。

（
須
藤
さ
ん
・
60
代
・
本
荘
地
域
）

◆
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種
が
終
わ
っ

た
と
思
っ
た
ら
、
も
う
次
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
季
節
で
す
ね
（
泣
）

（
赤
坂
さ
ん
・
50
代
・
本
荘
地
域
）

◆
親
子
で
の
「
リ
ン
ゴ
狩
り
」
や
「
秋
の
プ

ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
＆
天
体
観
測
会
」
に
心
ひ
か

れ
た
の
で
す
が
、
子
ど
も
も
大
き
く
な
っ
て

一
緒
に
行
け
ず
じ
ま
い
で
残
念
で
す
。

（
須
田
さ
ん
・
50
代
・
大
内
地
域
）

◆
県
民
割
や
由
利
本
荘
市
宿
泊
助
成
を
利
用

し
て
、
フ
ォ
レ
ス
タ
鳥
海
に
宿
泊
し
て
き
ま

し
た
。
夕
食
時
に
は
洋
食
の
フ
ル
コ
ー
ス
、

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
た
木
々
の
美
し
さ
、
そ

し
て
部
屋
か
ら
見
え
る
鳥
海
山
の
雄
大
さ
な

ど
。
地
元
で
も
な
か
な
か
泊
ま
る
機
会
が
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
魅
力

を
再
認
識
し
ま
し
た
。

（
伊
東
さ
ん
・
80
代
・
矢
島
地
域
）

◆
民
間
の
光
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
へ
の
加
入
、

ど
の
業
者
に
す
れ
ば
い
い
の
か
悩
ん
で
い
ま

す
。
新
聞
広
告
に
は
１
社
し
か
入
っ
て
な
い

し
、
も
う
少
し
情
報
が
欲
し
い
で
す
。

（
八
嶋
さ
ん
・
80
代
・
東
由
利
地
域
）

◆
広
報
を
読
む
と
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
町

の
こ
と
が
よ
く
分
か
り
と
て
も
う
れ
し
い
の

で
す
が
、
ど
こ
も
過
疎
化
が
進
ん
で
人
口
が

ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
く
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど

う
な
る
か
と
心
配
に
な
り
ま
す
。

（
柴
田
さ
ん
・
80
代
・
矢
島
地
域
）

◆
防
災
コ
ラ
ム
を
い
つ
も
読
ん
で
い
ま
す

が
、
特
に
10
月
１
日
号
の
「
住
ま
い
が
被
害

を
受
け
た
と
き
は
」
な
ど
、
と
て
も
勉
強
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
た
め
に
な
る
情
報

を
ど
ん
ど
ん
お
願
い
し
ま
す
。

（
工
藤
さ
ん
・
60
代
・
鳥
海
地
域
）

↓
い
つ
も
コ
ラ
ム
を
お
読
み
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
日
々
の
生
活

の
中
で
、
ふ
と
し
た
時
に
防
災
に
つ
い
て
思
い

出
せ
る
よ
う
な
話
題
を
提
供
で
き
れ
ば
と
思
っ

て
い
ま
す
。
今
後
も
防
災
の
輪
が
広
が
っ
て
い

く
よ
う
、
工
藤
さ
ん
の
お
便
り
を
励
み
に
記
事

作
成
に
努
め
ま
す
。
　
　
　

｟
危
機
管
理
課
｠

10月末日現在・住民基本台帳
　　　　　　 　   　 （　）は前月比

      （10月31日現在・由利本荘署管内）

渡部　　陽ちゃん（千尋さん）石脇

多田谷伊吹ちゃん（良生さん）御門

池田　涼真ちゃん（将太さん）石脇

斎藤　　絢ちゃん（ 瞬 さん）川口

<10月16日～ 10月31日受け付け分>

　　ひなた

　いぶき

 りょうま

 　はる

小林　柚希ちゃん（元希さん）御門

小野　瑠逢ちゃん（直樹さん）石脇

佐藤　澄玲ちゃん（亮介さん）薬師堂

山田　　新ちゃん（篤志さん）給人町

ゆずき

 るあ

すみれ

　 あらた

佐藤　　迅ちゃん（喬平さん）石脇

成田　結月ちゃん（涼太さん）大内三川

佐藤　咲玖ちゃん（勇矢さん）西目町沼田

　 じん   

ゆづき

さく

<10月16日～ 10月31日受け付け分>
「お誕生」「おくやみ」欄に掲載を希望される方は、市民窓口センター
（または総合支所市民サービス課、出張所）にお申し出ください。

東海林　武二さん（旧大内町功労者・滝）

佐　　源一さん（元鳥海町長・鳥海町栗沢）

朝岡　長吉さん

土田　智子さん

長田　光三さん

佐々木政之さん

髙木　敏弘さん

栁田　シゲさん

齋藤　一志さん

金森　　京さん

佐藤　窈子さん

長谷山松雄さん

今野　岩夫さん

（石脇 ・ ７５歳）

（中梵天 ・ ５７歳）

（古雪町 ・ ９２歳）

（石脇 ・ ８５歳）

（石脇 ・ ６７歳）

（石脇 ・ ８３歳）

（下川原中島・８５歳）

（石脇 ・ ９６歳）

（石脇 ・ ９４歳）

（石脇 ・ ９７歳）

（藤崎 ・ ７７歳）

冨樫　セイさん

木島　正吉さん

菊地徳右衛門さん

木内　錫雄さん

阿部ミサ子さん

佐々木建一さん

佐々木春雄さん

木内　ミヨさん

菊地　龍夫さん

嵯峨　兼吉さん

（畑谷 ・ ９３歳）

（大鍬町 ・ ８７歳）

（小人町 ・ ９１歳）

（鮎瀬 ・ ８７歳）

（宮内 ・ ８６歳）

（石脇 ・ ８９歳）

（松ヶ崎 ・ ８６歳）

（石脇 ・ ８８歳）

（川口 ・ ９６歳）

（石脇 ・ ７０歳）

（金山 ・ ９１歳）

佐々木昭弘さん

佐々木ミエさん

渡會キヨ子さん

加藤　　章さん

小杉　幸介さん

秋山　哲朗さん

佐藤左千夫さん

細矢　充一さん

仙北屋イク子さん

長谷部善太郎さん

齋藤　キクさん

三浦　敏雄さん

加藤クニコさん

木内千佐子さん

佐々木カネヨさん

（松ヶ崎 ・ ６３歳）

（宮沢 ・ 90歳）

（船岡 ・ ９４歳）

（鶴沼 ・ ７３歳）

（日役町 ・ ７７歳）

（矢島町川辺 ・ ８０歳）

（矢島町舘町 ・ ６６歳）

（矢島町田中町 ・ ９３歳）

（岩城二古 ・ ８２歳）

（岩城冨田 ・ ８７歳）

（岩城冨田 ・ ８９歳）

（岩城亀田・ ９８歳）

（前郷 ・ ９４歳）

（東鮎川 ・ ７１歳）

（小栗山 ・ ８１歳）

篠田　ツギさん

長谷部　清さん

武田　アヤさん

大坂　高昭さん

小野　彌生さん

横山　隆一さん

畑山　忠弘さん

小松　末治さん

佐藤　敬子さん

土田　鉄三さん

阿部　修三さん

小沼　公子さん

佐藤　ウラさん

三船　新栄さん

（新沢 ・ ８１歳）

（岩谷町 ・ ９６歳）

（中帳 ・ ９２歳）

（高尾 ・ ８８歳）

（徳沢 ・ ９４歳）

（東由利田代 ・ ７５歳）

（東由利舘合 ・ ６２歳）

（東由利舘合 ・ ７２歳）

（東由利黒渕 ・ ７９歳）

（西目町出戸 ・ ７１歳）

（西目町西目 ・ ７２歳）

（鳥海町上笹子・７４歳）

（鳥海町伏見 ・ ９１歳）

（鳥海町小川 ・ ７３歳）

井出　澄子さん（旧本荘市功労者・桜小路）

猪股　隆一さん

　10月14日永眠されました。昭和49年から平成７年まで

旧本荘市民生児童委員を務め、この間、民生児童委員協

議会理事などを歴任し、住民福祉の向上と児童の健全育

成に尽力されました。平成８年本荘市民生功労。93歳。

10月20日永眠されました。昭和61年から平成８年まで、

10年間にわたり旧大内町の行政推進員を務め、住民福祉

の向上を図るなど地方自治を推進し、行政の発展に尽力

されました。平成８年大内町自治功労。85歳。

　10月30日永眠されました。昭和55年から平成14年まで

旧鳥海町議会議員、平成14年から17年まで鳥海町長を務

め、地方自治の発展と住民福祉の向上に尽力されました。

平成18年合併特別功労、平成29年旭日双光章。75歳。
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市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を
紹
介

　
「
花
か
げ
会
」
は
36
年
前
に
県
内
で
生

ま
れ
た
大
正
琴
な
ど
を
教
え
る
音
楽
教
室

で
す
。
岩
城
地
域
の
教
室
で
は
、
地
域
の

４
人
の
会
員
が
15
年
以
上
に
わ
た
り
演
奏

に
親
し
ん
で
お
り
、
各
地
で
行
わ
れ
る
演

奏
会
に
向
け
て
日
々
練
習
し
て
い
ま
す
。

■
大
正
琴
と
は
？

大
正
琴
は
大
正
時
代
に
生
ま
れ
た
弦
楽

器
で
、
演
奏
の
手
軽
さ
が
特
徴
で
す
。

　
大
正
琴
の
楽
譜
は
鍵
盤
に
刻
ま
れ
た
数

字
を
基
準
に
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
音
符

を
覚
え
る
必
要
が
あ
り
ま
せ
ん
。
対
応
し

た
番
号
の
鍵
盤
を
押
さ
え
な
が
ら
弦
を
は

じ
く
こ
と
で
、
誰
で
も
す
ぐ
に
弾
き
た
い

曲
を
練
習
で
き
ま
す
。

■
活
動
内
容

　
岩
城
地
域
の
二
古
会
館
で
、
月
２
回
｟
第

１
・
第
３
水
曜
日
｠
練
習
を
し
て
い
る
ほ
か
、

コ
ロ
ナ
禍
前
は
新
潟
県
や
沖
縄
県
な
ど
全

国
各
地
で
行
わ
れ
る
演
奏
会
へ
の
参
加
、

支
援
学
校
な
ど
で
の
慰
問
演
奏
を
行
っ
て

い
ま
し
た
。

　
現
在
は
県
内
や
隣
県
の
演
奏
会
へ
参
加

し
て
お
り
、
直
近
で
は
11
月
９
日
に
秋
田

市
に
ぎ
わ
い
交
流
館
Ａ
Ｕ
で
行
わ
れ
た
イ

ベ
ン
ト
で
演
奏
。
現
在
は
来
年
６
月
24
日

に
あ
き
た
芸
術
劇
場
ミ
ル
ハ
ス
で
行
わ
れ

る
コ
ン
サ
ー
ト
に
向
け
て
練
習
を
重
ね
て

い
ま
す
。

■
や
り
が
い

　
教
室
に
27
年
間
通
っ
て
い
る
今
野
さ
ん

｟
82
歳
｠
は
「
演
奏
会
に
向
け
て
み
ん
な

と
一
緒
に
練
習
す
る
こ
と
が
楽
し
く
、
や

り
が
い
が
あ
り
ま
す
。
手
の
自
由
が
効
か

今
回
は

｢

花
か
げ
会
二
古・緑
ヶ
丘
教
室
」で
す
。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
市
内
で
活
躍
す
る
団
体
を

ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
ず
紹
介
し
て
い
ま
す
。

50

な
く
な
っ
た
と
し
て
も
、
弦
を
は
じ
け
れ

ば
演
奏
に
は
参
加
で
き
る
の
で
、
生
涯
続

け
た
い
で
す
」
と
語
り
ま
す
。

■
こ
れ
か
ら
の
目
標

　
今
後
の
目
標
は
み
ん
な
と
で
き
る
だ
け

長
く
活
動
を
続
け
る
こ
と
。
代
表
の
池
田

さ
ん
は
「
慰
問
演
奏
を
行
っ
た
と
き
に
す

ご
く
喜
ん
で
も
ら
っ
た
こ
と
が
印
象
に
残

っ
て
い
ま
す
。
演
奏
会
に
行
く
こ
と
や
、

そ
の
た
め
に
練
習
す
る
こ
と
は
日
々
に
充

実
感
を
与
え
て
く
れ
る
の
で
、
み
ん
な
で

手
が
動
く
う
ち
、
で
き
る
だ
け
長
く
続
け

て
い
き
た
い
で
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

　
同
会
は
岩
城
地
域
の
ほ
か
、
本
荘
地
域

や
鳥
海
地
域
で
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

音
楽
や
大
正
琴
に
興
味
が
あ
る
方
は
参
加

し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

大正琴と
各地の演奏会へ

花かげ会
二古・
緑ヶ丘教室

10月25日の練習に参加した皆さん

（一番左が代表の池田さん・一番

右が指導者の佐々木さん）

鍵盤と楽譜。鍵盤と楽譜の数字が対応してい
るため、簡単に曲を練習できます

８月28日にあきた芸術劇場ミルハスで行われた演奏の
様子。全国各地の演奏会に参加し、ＮＨＫホールなど
での演奏も経験

活動に興味がある方は、
指導者の佐々木さんまで

次回の演奏会

月日：令和５年６月24日㈯　
会場：あきた芸術劇場ミルハス

大正琴・文化箏「花かげ会」
～佐々木嶺松追悼コンサート～

☎０９０－１０６９－０９８０


